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令和５年(2023年) ３月１日現在
人口6万9409人 前月比 12人減
男：３万3743人 女：３万5666人
世帯 ３万3739世帯
動き 出生 31人 死亡 77人
(2月分) 転入 213人 転出 179人

今
月
の
主
な
内
容

市議会第１回定例会 ２面
第５次八幡市総合計画後期基本計画・第８次行財政改
革実施計画を策定、令和５年背割堤さくらまつり ３面
令和５年度施政方針 ４・５面
松花堂昭乗イラストコンテスト受賞者決定、４月から
ごみの出し方が変わります、自転車のヘルメット着用
努力義務化、こもれびルートの廃止 ６面
令和４年度小学校体育館等整備工事が完了、八幡市や
わたっこ応援給付金支給事業、令和５年度狂犬病予防
集合注射の中止について ７面
入院による傷病手当金を支給、国民健康保険の高額療
養費支給申請手続きが簡素化、人間ドックと脳ドック
の受診費用を補助 ８面

固定資産の価格等の縦覧、４月１日から各種証明書のコ
ンビニ交付手数料を値下げ、木造住宅の耐震性を高める
ために ９面
大きくな～れ、子育て支援医療費が高校生まで拡充、子
育てすくすく 10面
府議会・市議会議員一般選挙 11～13面
情報ひろば（市政、講座・教室、募集、スポーツ、イベ
ント） 14・15面
相談、年金、短信、生活、図書館 16・17面
保健医療（健康診査・相談、予防接種、新型コロナワク
チンほか） 18・19面
まちの話題（松花堂つばきウィーク、介助犬学習、デジ
タル地球儀で地球を探ろう、今月のこの人） 20面

インスタグラムで八幡の春を発信しよう
　写真は昨年にインスタグラム
でハッシュタグ「#やわふぉと」
「#やわた春めぐり2022」をつ
けて投稿された作品です。
　八幡市インスタグラム公式ア
カウント「@yawata_official」
では、季節ごとにさまざまな企
画を実施しています。みなさん
どんどん八幡市の魅力を発信し
てください。（14面に関連記事あ
り）
 問秘書広報課（☎983ｰ1087）
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火災・救急統計
消防本部 ☎981‒4119

令和５年１月～２月累計（　）内２月分 昨年同期累計
火災出動 4件 (1) 5件
火災以外の出動 70件 (26) 87件
救急出動 725件 (289) 720件
搬送人員 635人 (266) 638人

▽
美
濃
山
小
学
校
屋
内
運
動
場
空

調
設
備
等
整
備
お
よ
び
監
理
業
務

委
託
１
億
２
千
９
４
０
万
円
▽
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
額
１

千
７
０
０
万
円
▽
放
課
後
児
童
健

全
育
成
施
設
の
教
室
改
修
工
事
費

２
０
３
万
７
千
円
な
ど
で
す
。

市
地
区
計
画
区
域
建
築
物
制
限
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
な

ど
で
す
。

　

補
正
予
算
案
の
主
な
内
容
は
、

▽
男
山
第
二
中
学
校
屋
内
運
動
場

長
寿
命
化
改
良
工
事
お
よ
び
監
理

業
務
委
託
２
億
１
千
３
６
０
万
円

条
例
案
▽
八
幡
市
子
育
て
支
援
医

療
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
▽
八
幡
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
▽
八
幡
市
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
の
規
制
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
▽
八
幡

れ
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当
初
予

算
額
よ
り
36
億
８
千
万
円
減
額

（
前
年
度
比
10
・
９
％
減
）
し
、

総
額
２
９
９
億
４
千
万
円
と
し
ま

し
た
。

　

主
な
条
例
案
は
▽
八
幡
市
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行

件
で
す
。

　

一
般
会
計
予
算
案
は
、
新
庁
舎

完
成
に
よ
り
整
備
費
が
減
額
さ

　

市
が
定
例
会
に
提
出
し
た
の

は
、
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
と

５
件
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
当
初
予

算
案
８
件
、
条
例
案
10
件
、
令
和

４
年
度
補
正
予
算
案
７
件
、
そ
の

他
案
件
１
件
、
報
告
５
件
の
計
31

問財政課（☎983‒2879）

市議会第１回定例会

◆令和５年度当初予算額　※△はマイナス
区　分 令和５年度 前年度からの増減
一般会計 299億4,000万円 △36億8,000万円 △10.9

特
別
会
計

休日応急診療所 2,750万円 70万円 2.6
駐車場 860万円 140万円 19.4
国民健康保険 74億9,650万円 △１億8,600万円 △2.4
介護保険 63億3,300万円 １億9,750万円 3.2
後期高齢者医療 22億3,370万円 １億30万円 4.7

合　計 160億9,930万円 １億1,390万円 0.7
水道事業会計 24億1,244万4千円 7,156万6千円 3.1
下水道事業会計 23億3,035万3千円 △1,161万5千円 △0.5
総　計 507億8,209万7千円 △35億614万9千円 △6.5

当
初
予
算
案
等
を
提
出

　

令
和
５
年
八
幡
市
議
会
第
１
回

定
例
会
が
２
月
27
日
か
ら
開
催
さ

れ
、
市
は
当
初
予
算
案
や
条
例
案

な
ど
を
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、

定
例
会
初
日
に
市
長
が
、
令
和
５

年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し

た
。

※
施
政
方
針
や
令
和
５
年
度
当
初

予
算
案
の
主
な
事
業
は
４
・
５
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

歳　入
自主財源…市が自主的に収納できる市税や使用料等
依存財源…国や府からの補助金や交付される地方交

付税等
歳　出
民 生 費…福祉、子育て支援、保育園、生活保護等

の経費
総 務 費…庁舎や財産維持管理、市税、戸籍、住民

票、選挙、統計等の経費
教 育 費…学校教育や生涯学習、文化・スポーツ等

の経費
土 木 費…道路や公園等の整備・管理費等
衛 生 費…市民の健康、環境保全やごみ処理等の経

費
公 債 費…市の借金の返済等
そ の 他…消防費・議会費・農林水産業費・労働費・

商工費等

一
般
会
計
予
算
案

子
育
て
・
教
育
や
健
康
な
ど
重
点
分
野
に
積
極
投
資

市税（32.5%）
97億4,000万円

民生費（43.7%）
130億9,090万円総務費（9.8%）

29億3,000万円

教育費（11.8%）
35億4,580万円 公債費（12.4%）

37億270万円

土木費（6.0%）
17億8,630万円

衛生費（7.9%）
23億5,590万円

災害復旧費（0.1%）
2,000万円

財産収入他（1.3%）
3億8,245万1千円

地方交付税
（16.6%）

49億7,900万円

歳入歳入

歳出歳出

国庫支出金
（17.4%）

52億950万3千円

府支出金（6.8%）
20億4,718万4千円

市債（8.8%）
26億3,672万円

一般会計歳入・歳出　299億 4千万円

自主財源（43.2%） 依存財源（56.8%）

繰入金（7.8%）
23億4,166万円

商工費他（0.5%）
1億6,460万円

消防費（6.0%）
18億1,120万円

議会費（1.0%）
2億9,200万円

地方消費税交付金（5.5%）
16億2,900万円

地方譲与税他（1.7%）
5億880万円

分担金及び負担金（0.2%）
5,523万2千円

使用料及び手数料
（1.4%）

4億1,045万円

農林水産業費（0.8%）
2億4,060万円

清
水
八
幡
宮
境
内
（
隣
接
地
含

む
）」「
京
阪
石
清
水
八
幡
宮
駅

界
隈
か
ら
東
高
野
街
道
沿
い
」

の
２
エ
リ
ア
で
の
賑
わ
い
創
造

を
目
指
し
た
「
歴
史
的
資
源
を

活
用
し
た
文
化
観
光
ま
ち
づ
く

り
未
来
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

当
戦
略
を
ま
と
め
る
た
め
、

２
月
15
日
〜
３
月
６
日
に
は
素

案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
18
人
か
ら
72

件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
２
月
21
日
に
は
「
未
来
戦

略
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催

し
、
素
案
の
説
明
お
よ
び
参
加

者
19
人
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
当
戦
略
の
素
案
と
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

当
戦
略
は
、
４
月
下
旬
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ほ
か
、
市
役
所

商
工
観
光
課
、
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

に
て
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　

本
市
観
光
施
策
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
を
定
め
た
「
八
幡
市
観

光
基
本
計
画
」
で
は
「
文
化
財
活

用
な
ど
文
化
観
光
推
進
」（
石
清

水
八
幡
宮
と
門
前
町
の
魅
力
向

上
）
を
重
点
施
策
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
推
進
の
た
め
、「
史
跡
石

歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
文
化
観
光
ま
ち
づ
く
り
未
来
戦
略

素
案
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施問

商
工
観
光
課
（
☎
９
８
３
・
２
８
５
３
）

　

衛
藤
幹
子
・
法
政
大
学
名
誉
教
授
が
本

年
２
月
３
日
に
、
言
論
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ア
ゴ
ラ
に
「
自
然
科
学
の
足
を
引
っ
張

る
人
文
・
社
会
科
学
」
と
い
う
投
稿
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
学
術
会
議
問
題
に
関
連
し
、

①
こ
の
20
年
に
学
術
論
文
数
で
比
較
す
る

と
、
日
本
は
総
合
で
２
位
か
ら
７
位
に
転

落
、
②
自
然
科
学
系
は
資
金
不
足
等
厳
し

い
環
境
下
で
も
健
闘
し
て
い
る
、
③
日
本

の
人
文
・
社
会
学
者
は
海
外
の
研
究
者
と

肩
を
並
べ
て
競
う
と
い
う
意
欲
が
薄
い
よ

う
に
見
え
る
（
こ
の
姿
勢
が
自
然
科
学
系

の
足
を
引
っ
張
る
）と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

戦
後
（
心
理
学
分
野
で
の
河
合
隼
雄
氏

を
除
き
）
和
辻
哲
郎
氏
を
超
え
る
日
本
人

論
が
な
い
こ
と
や
、日
本
の
国
家
財
政（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
２
倍
以
上
の
国
債
を
発
行
し
て
も

財
政
破
綻
し
な
い
）
を
参
考
に
し
た
Ｍ
Ｍ

Ｔ
（
現
代
貨
幣
理
論
）
が
、
正
し
い
か
ど

う
か
は
別
と
し
て
、
な
ぜ
日
本
か
ら
生
ま

れ
な
か
っ
た
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
な
る
ほ
ど
と
思
う
と
と
も
に
、
そ
の

根
本
原
因
は
何
か
を
考
え
な
け
れ
ば
と
感

じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

４
月
は
年
度
の
始
ま
り
の
月
で
す
。
ま

ず
は
、
市
議
会
で
議
決
い
た
だ
い
た
予
算

を
職
員
と
と
も
に
着
実
に
執
行
す
べ
く
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

自
然
科
学
と
人
文
・
社
会
科
学
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八
幡
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
針
で
あ
る
第
５
次
八
幡
市
総

合
計
画
を
平
成
30
年
３
月
に
策
定

し
、取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
で
「
前
期
基
本
計
画
」

の
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

中
間
見
直
し
を
行
い
、
令
和
５
年
度

を
初
年
度
と
す
る「
後
期
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市

職
員
で
構
成
す
る
総
合
計
画
策
定
委

員
会
お
よ
び
策
定
幹
事
会
、
学
識

経
験
者
や
市
民
委
員
等
に
よ
り
構
成

す
る
総
合
計
画
検
討
懇
談
会
を
開
催

し
、
前
期
基
本
計
画
の
見
直
し
を
中

心
に
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
広
報

や
わ
た
１
月
号
、
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
募
集
し
、
計
画
へ
の
反
映
を
行

い
ま
し
た
。

　

計
画
の
全
文
は
「
第
５
次
八
幡
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
と
し
て

冊
子
＝
上
の
画
像
＝
に
ま
と
め
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
ほ
か
、
市
役

所
政
策
企
画
課
、
市
役
所
２
階
閲
覧

コ
ー
ナ
ー
等
に
配
架
し
て
い
ま
す
。

　

第
８
次
行
財
政
改
革
実
施
計
画

は
、
行
財
政
検
討
審
議
会
か
ら
答
申

さ
れ
た
「
第
８
次
行
財
政
改
革
の
基

本
方
針
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
令

和
５
年
度
〜
令
和
７
年
度
を
計
画

期
間
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、
短
期
的
に
効

果
を
見
込
む
視
点
に
加
え
、
長
期
的

に
効
果
が
表
れ
る
、
ま
た
は
継
続
す

る
「
仕
組
み
づ
く
り
」
の
視
点
か
ら

取
り
組
み
を
検
討
し
、
①
持
続
可
能

な
財
政
基
盤
の
確
立
、
②
市
有
財
産

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
お
よ
び
有
効
活

用
、③
機
動
的
な
執
行
体
制
の
確
立
、

④
人
口
減
少
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

の
４
つ
の
大
項
目
に
沿
っ
て
、
合
計

77
項
目
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

改
革
の
実
現
に
向
け
て
、
市
長
を

本
部
長
と
す
る
行
財
政
対
策
推
進
本

部
が
中
心
と
な
り
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
取
り
組
み

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
第
三
者
機

関
で
あ
る
行
財
政
改
革
検
討
懇
談
会

を
設
置
し
、
意
見
を
い
た
だ
き
、
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

　

計
画
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
市
役
所
２
階
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

第
５
次
八
幡
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

問政策企画課（☎983‒1004）

後
期
基
本
計
画
の

ポ
イ
ン
ト

◆
目
標
の
継
承
と
方
策
の
見
直
し

　

後
期
基
本
計
画
は
総
合
計
画
の

「
中
間
見
直
し
」
で
あ
り
、
基
本
目

標
や
「
め
ざ
す
姿
」
は
前
期
基
本
計

画
の
も
の
を
継
承
し
て
い
ま
す
。
そ

の
上
で
、
施
策
や
主
な
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
社
会
情
勢
の
変
化
等

を
踏
ま
え
て
適
宜
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。

　

成
果
指
標
に
つ
い
て
は
、
前
期
基

本
計
画
期
間
中
に
達
成
し
た
も
の

や
、
変
更
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
指
標
に
つ
い
て
、
削
除
ま
た
は
新

設
、
目
標
値
の
変
更
等
を
行
い
ま
し

た
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
感
染
拡
大
の
影
響

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
に
よ
り
、
市
政
の
各
分
野
に

大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

状
況
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。

◆
市
の
施
策
と

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
係
性
の
確
認

　

各
節
に
対
し
、
本
市
施
策
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
関
係
性
を
再
確
認
し
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
掲
げ
る
17
の
目
標
に
係
る
ア

イ
コ
ン
を
掲
載
し
ま
し
た
。

中
間
案
に

寄
せ
ら
れ
た
意
見

　

昨
年
12
月
に
公
表
し
た
中
間
案
に

は
、
市
民
か
ら
６
件
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
、

総
合
計
画
検
討
懇
談
会
等
で
委
員
か

ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
計
画
へ
反
映

し
て
い
ま
す
。
意
見
の
内
容
と
計
画

へ
の
反
映
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
８
次
行
財
政
改
革

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

ご
協
力
の
お
願
い

　

今
年
か
ら
背
割
堤
さ
く
ら
ま
つ
り
に
入
場
す
る
際

は
、
1
人
1
0
0
円
の
「
運
営
協
力
金
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
（
6
歳
未
満
無
料
）。

　

運
営
協
力
金
は
警
備
員
・
誘
導
員
配
置
、
仮
設
ト

イ
レ
、
ご
み
処
分
、
背
割
堤
の
桜
の
保
護
・
育
成
、

新
規
植
樹
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問背割堤さくらまつり実行委員会（☎633‒5120）

問商工観光課（☎983‒2853）

開
催
期
間
中
の
注
意
事
項

　

さ
く
ら
ま
つ
り
の
期
間
中
は
、
駐

車
場
の
利
用
制
限
や
通
行
止
め
を
行

い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
一
般
車
両
の

　
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

　

会
場
に
は
一
般
車
用
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
。
市
営
駐
車
場
・
臨
時
駐

車
場
も
開
場
し
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
4
月
4
日
（
火
）
ま
で
、
阪
急
電

車
西
山
天
王
山
駅
と
さ
く
ら
で
あ
い

館
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
運
行
時
刻

や
運
賃
な
ど
詳
し
く

は
、
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
。

■
付
近
道
路
に
つ
い
て
の
注
意

▼
車
両
の
通
行
止
め

　

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
は
、
京
阪

電
鉄
放
生
川
踏
切
か
ら
八
幡
市
営
駐

車
場
南
側
の
交
差
点
ま
で
車
両
の
通

行
止
め
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
　
時　

４
月
９
日
（
日
）
ま
で
の

土
・
日
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
６

時※
交
通
状
況
に
よ
り
、
規
制
す
る
期

間
を
延
長
、
ま
た
は
短
縮
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
市
営
駐
車
場
の
入
庫
制
限

　

次
の
期
間
は
、
さ
く
ら
ま
つ
り
開

催
に
伴
い
、
市
営
駐
車
場
の
入
庫
は

で
き
ま
せ
ん
（
出
庫
は
可
能
）。

日
　
時　

３
月
28
日
（
火
）
〜
４
月

９
日
（
日
）
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

　

さ
く
ら
ま
つ
り
の
期
間
中
は
、
船
上
か
ら
お
花
見
を
満
喫
で
き
る
「
さ
く
ら
で

あ
い
ク
ル
ー
ズ
」や
選
り
す
ぐ
り
の
美
味
し
い
も
の
が
並
ぶ「
さ
く
ら
マ
ル
シ
ェ
」

な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

さ
ら
に
、
さ
く
ら
で
あ
い
館
展
望
塔
（
地
上
約
25
㍍
）
か
ら
は
、
桜
並
木
の
絶

景
が
一
望
で
き
ま
す
＝
写
真
＝
。
桜
を
愛
で
に
人
気
の
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
に
出
か

け
ま
せ
ん
か
。
詳
し
い
情
報
は
左
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

※
開
催
期
間
中
は
、
展
望
塔
の
入
場
料
金
が
必
要
で
す
。

４月９日（日）まで　午前９時～午後５時　淀川河川公園背割堤地区

背割堤さくらまつり令和５年
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令
和
４
年
は
、
こ
れ
ま
で
か

ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
加
え
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻

な
ど
を
背
景
と
し
て
世
界
経
済

が
大
き
な
混
乱
に
陥
れ
ら
れ
た

年
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
に
お

き
ま
し
て
も
、
円
安
等
と
相
ま

っ
て
欧
米
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
は
じ

め
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
物
価
上

昇
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
市
民

の
皆
様
の
生
活
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
市
民

の
皆
様
の
生
活
の
下
支
え
と
な

る
よ
う
、
国
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、「
上
下
水

道
基
本
料
金
の
４
カ
月
分
（
２

期
分
）
の
減
免
」
や
「
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
事

業
」
な
ど
の
取
組
を
実
施
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、「
第
５
次

八
幡
市
総
合
計
画
」
の
後
期
基

本
計
画
お
よ
び
「
第
８
次
行
財

政
改
革
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年

で
あ
る
と
と
も
に
、
私
の
市
長

と
し
て
の
三
期
目
の
総
仕
上
げ

の
年
で
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
と
お
約
束
し
た
公
約
の
達
成

に
向
け
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
施
策
を
再
確

認
し
、
令
和
５
年
度
の
当
初
予

算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
な
ど
も
あ
っ
て
か
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
出
生
数

が
急
激
に
減
少
し
て
お
り
ま

す
。「
少
子
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
に
は
思
い
切
っ
た
対
策
を

講
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
危

機
感
を
共
有
す
べ
き
だ
」
と
す

る
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
子
育

て
支
援
策
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
に
向
け
た
取

組
の
推
進
や
人
口
減
少
、
少
子

超
高
齢
社
会
と
い
っ
た
課
題
を

解
決
す
る
に
は
、
多
機
能
な
力

を
有
し
た「
ま
ち
」へ
の
転
換
、

「
量
か
ら
質
」
へ
の
転
換
を
一

層
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
向

け
、
本
年
１
月
１
日
に
、
子
育

て
関
連
部
門
の
一
元
化
や
安
心

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
振

興
な
ど
の
重
要
課
題
に
機
動
的

に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
再
編

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
た
な
庁
舎
で
新
た
な
体
制

の
も
と
、
将
来
世
代
に
負
担
を

強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
持

続
可
能
で
健
全
な
財
政
運
営
の

確
立
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の

皆
様
と
の
協
働
を
基
本
に
、「
一

歩
前
へ
」
の
姿
勢
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

健全な財政の確立を図る
八幡市長 堀口文昭

市民と協働 「一歩前へ」

　核家族化が進行し、家庭と地域と
の繋がりが希薄化するなかで、すべ
ての妊産婦・ 子育て家庭が安心して
出産、子育てができるよう 、 令和７
年度から11年度までを計画期間とす
る「第３期子ども・子育て支援事業
計画」の策定に着手することとして
おります。さらに、 国が令和６年１
月から実施予定の産前産後の国民健
康保険料の免除につきまして、令和
５年４月から市独自で先行実施する
とともに、父親等の育児参画促進と
妊産婦の心身の変化に対する適切な

支援につなげるため、京都府が作成
された「親子健康手帳」を導入し、
活用してまいります。

■子ども・子育て支援事業計画の策
定（新規） 350万円
■保育所・こども園第三子以降保育
料無償化（充実） 1,350万円
■公立保育所プール改修（南ケ丘・
みその）（新規） 1,000万円
■みどりの園庭づくり事業（みその）
（新規） 100万円
■京の木香る園づくり事業（新規）
 840万円
■特別支援教育ソフトウェアの導入
（新規） 147万円
■給食費物価高騰対策助成（新規）
 1,500万円
■民間による小学校水泳指導（くす
のき小）（新規） 704万円
■八幡小学校給食室整備（工事）（新
規） １億7,151万円
■さくら小学校トイレ大規模改造
（工事）（新規） 1億6,240万円
■小学校屋内運動場空調設備等整備
（設計）（八幡小、有都小）（新規）
 740万円
■小学校屋内運動場空調設備整備
（工事）（中央小）（新規）
 7,730万円
■男山東中学校防球ネット改修（新
規） 1,380万円
■地域による寺子屋事業（家庭学習
応援）（新規） 170万円

子どもが輝く 未来のまち やわた

　人口減少、少子超高齢社会の到来
や長引くコロナ禍により、地域コミ
ュニティの希薄化に拍車がかかって
おります。誰一人取り残さない社会
の構築に向けては、地域コミュニテ
ィがその礎となります。「市民との
協働」という基本姿勢のもと、アフ
ターコロナを見据え、自治組織団体
などと連携し、市民誰もが互いに人
権を尊重し、支え合い、自分らしく
活躍できる社会の実現を目指してま
いります。

■外国人が暮らしやすい地域社会づ
くり（充実） 138万円

■コミュニティ事業推進（継続）
 3,330万円

■市民協働活動事業助成（継続）
 100万円
■地域福祉推進計画の実現（充実）
 631万円
■障がい福祉計画等の策定（新規）
 720万円
■ヤングケアラー支援事業（継続） 
 34万２千円
■ふれあい訪問収集（継続）
 267万円
■救急安心センター事業（継続）
 209万４千円
■学力向上推進事業（日本語支援員、
母国通訳者派遣）（継続） 84万円
■生涯学習推進費（生涯学習フェス
ティバル〈生涯学習センター25周
年記念講演会　他〉、各種講座開
催　等）（充実） 892万円

ともに支え合う 共生のまち やわた

堀口市政
三期目の総仕上げ

　２月27日に開会しました令和５年八幡市議会第１回定例会で、堀口市長は市
政運営についての基本姿勢および取り組むべき重点施策を盛り込んだ「令和５
年度施政方針」を表明しました。その主な内容を紹介します。また、施政方針
の全文は市ホームページに掲載（右のＱＲコードからアクセス可）しています。
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　健幸づくりにつきましては、スマ
ートウェルネスシティ構想および基
本計画に基づき、これまで「人」と
「まち」の健幸づくりに取り組んで
まいりました。中でも、自らの健康
に目を向けるきっかけづくりのため
に、ウォーキングを中心に運動習慣
の定着を図ることを目的に取り組ん
でおります「やわた未来いきいき健
幸プロジェクト」は、開始から５年
目を迎えます。当初に設定した目標
の達成を目指して引き続き取り組ん
でまいります。併せて、このプロジ
ェクトの効果をより高めるため、高
齢者と同様にコロナ禍の影響を受け
る40から50歳代の方を対象に、運動・
栄養・休養など総合的に健康づくり
をサポートする「やわたミドルクラ
ブ」を令和４年度に引き続き実施す

ることとしております。

■高齢者保健事業・介護予防等一体
的実施事業（継続） 710万円
■介護保険事業計画等の策定（継
続） 665万円
■子育て支援医療給付の拡充（充
実） 330万円
■やわた未来いきいき健幸プロジェ
クト（継続） 5,540万円
■やわたヘルスプロモーション推進
（キッズ健幸アンバサダー講座開
催）（新規） 580万円
■健康コミュニティ推進（生活総合
機能改善）（継続） 109万円
■新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保（継続） 8,770万円
■入院傷病手当金の支給（新規）
 1,700万円

誰もが「健康」で「幸せ」な 健幸のまち やわた

　市制施行45周年を機に創設した
「松花堂昭乗イラストコンテスト」
は、「わくわく」をテーマに作品を
募集したところ、国内外から 1,101 
件の応募をいただくことができまし
た。令和５年度も引き続き実施し、
「徒然草エッセイ大賞」とともに、
本市の文化芸術の発信とシビックプ
ライドの醸成に努めてまいります。

■観光振興費（秋の文化財一斉公開、
松花堂ウォーク、トイレ設置）（継
続） 194万５千円
■観光基本計画の策定（新規）
 500万円

■文化観光まちづくりの推進（新規）
 30万円
■新・空中茶室プロジェクト推進事
業（新規） 220万円
■男山魅力探求発信事業（新規）
 290万円
■徒然草文学賞表彰（継続）
 1,200万円
■松花堂昭乗イラストコンテスト
（継続） 1,000万円
■名勝松花堂及び書院庭園保存活用
整備（一部新規） 6,733万円
■八幡西車塚古墳の保存活用（新規）
 6,111万円
■松花堂美術館等空調設備整備（工
事）（新規） ２億3,278万円

自然と歴史と文化が織りなす 観幸のまち やわた

　商工業の活性化につきましては、
新型コロナウイルス感染症や世界的
に物価が高騰する中、頑張る事業者
を支援するため、引き続き販路拡大
や創業などへの助成に取り組んでま
いります。また、コロナ禍における
企業の資金繰りを支援したいわゆる
「ゼロゼロ融資」の償還が令和５年
度に本格化することを受け、京都府
が実施する「伴走支援型経営改善お
うえん資金」を活用した事業者への
支援をすることとしております。ま
た、中小企業者の人材確保や若手従
業員の定着、経済的負担軽減を図る
ため、京都府と協調し奨学金返済へ
の支援を行うこととしております。
さらに、本市特産品「ヤワタカラ」
の新たな認定や認定品のＰＲ、販路
拡大に努めてまいります。

■中小企業奨学金返還支援事業（新
規） 48万円
■茶業振興対策（茶園環境改善）（継
続） 187万５千円

■地域農業担い手認定者支援（スマ
ート農業実装チャレンジ、アグリ
チャレンジング支援）（一部新規）
 1,258万円
■地産地消推進（給食地元産米・味
噌利用促進）（継続） 287万７千円
■農業振興地域整備計画の策定（新
規） 250万円
■やわたブランド創造事業（継続）
 190万４千円
■中小企業知恵のステップアップ事
業（継続） 120万円
■「まちゼミ」事業（継続） 96万円
■八幡市商工業活性化事業（継続）
 500万円
■中小企業金融対策（継続）
 377万円
■中小企業等経営改善支援金給付事
業（新規） 120万円
■橋本駅周辺拠点整備（本ロータリ
ー、街区道路　等）（継続）
 ２億3,890万円
■南北連携軸道路整備に向けた調査
（新規） 560万円
■石清水八幡宮駅交通結節点強化に
向けた基礎調査（新規） 500万円

しなやかに発展する 活力のまち やわた

　環境行政につきましては、脱炭素
社会の実現に向け、 公共施設へリユ
ース太陽光パネルを試験的に設置す
るとともに 、資源の循環利用に向
け、隔週としておりましたプラマー
ク製品と燃やさないごみの収集につ
きまして、令和５年度から毎週収集
とすることとしております。
　防災・減災対策につきましては、
新庁舎における災害対策体制の充実
を図るとともに、トイレカーの導入
に向け、クラウドファンディングの
仕組みを活用するなど避難所におけ
る生活環境の改善及び充実を図りま
す。また、引き続き各自治組織団体
が作成する「避難行動タイムライン」
や家庭で作成する「マイ・タイムラ
イン」などの作成支援を進めてまい
ります。さらに、避難行動要支援者
の個別避難計画の作成に向け、関係
機関と連携してまいります。

■旧庁舎および敷地環境整備事業
（継続） 7,380万円
■事業検証懇談会の設置（新規）
 50万円
■電算化推進事業（ＢＰＲ、電子申
請システム、ＲＰＡ　等）（一部
新規） 1,150万円
■男山地域再生事業（継続） 995万円
■リユース太陽光パネルの設置（新
規） 350万円
■京都府南部消防指令センター整備
負担金（継続） 195万円
■機械器具および消防庁舎整備（水
槽付き消防ポンプ自動車、消防団
小型ポンプ搬送車、分署整備）（一
部新規） ８億2,920万円
■防災対策費（防災アプリ運用、ド
ローン操作講習受講等）（継続）
 272万円
■トイレカー導入に向けたクラウド
ファンディングの実施（新規）
 150万円

持続可能な 安心・安全のまち やわた
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問生涯学習課（☎983‒3088）

　

市
制
施
行
45
周
年
を
機
に
創

設
し
た
「
松
花
堂
昭
乗
イ
ラ
ス

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、「
わ
く

わ
く
」
を
テ
ー
マ
に
イ
ラ
ス
ト

作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
41

都
道
府
県
お
よ
び
海
外
１
カ
国

か
ら
合
計
１
１
０
１
件
（
小
学

生
の
部
５
０
９
件
、
中
学
生
の

部
３
３
８
件
、
高
校
生
の
部
２

５
４
件
）
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

各
賞
受
賞
者
の
決
定
に
伴

い
、授
賞
式
を
３
月
４
日（
土
）

に
松
花
堂
庭
園
・
美
術
館
に
て

開
催
し
、
各
賞
受
賞
者
お
よ
び

受
賞
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

各
賞
の
受
賞
者
と
受
賞
作
品

名
は
左
の
と
お
り
で
す
（
敬
称

受
賞
者
決
ま
る

松花堂昭乗イラストコンテスト

略
）。

　

受
賞
作
品
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
）
に
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
４
月

19
日（
水
）ま
で

市
役
所
３
階
市

民
プ
ラ
ザ
（
平

日
の
み
）
に
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
市
民
図
書
館
に
受

賞
作
品
を
ま
と
め
た
作
品
集

（
貸
し
出
し
用
）
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

男
山
散
策
路「
こ
も
れ
び
ル
ー
ト
」の
廃
止
に
つ
い
て

　

神
應
寺
か
ら
男
山
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
男

山
散
策
路
の
一
つ
で
あ
る
「
こ

も
れ
び
ル
ー
ト
」
は
、
安
全
性

の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
令
和
５
年
３
月
31
日
を

４月からごみの出し方が変わります
　

市
の
ご
み
の
分
別
や
出
し
方
な
ど

が
検
索
で
き
る
「
ご
み
分
別
辞
典
サ

イ
ト
」
と
「
ご
み
分
別
ア
プ
リ
」
の

利
用
を
４
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

▼
ご
み
分
別
辞
典
サ
イ
ト

50
音
順
で
の
検
索
の
ほ
か
、
調
べ

た
い
品
目
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す

る
こ
と
で
、
ご
み
の
分
別
や
出
し
方

が
簡
単
に
検
索
で
き

ま
す
。
ア
ク
セ
ス
は

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
。

▼
ご
み
分
別
ア
プ
リ

　

ご
み
集
積
所
の
住
所
を
検
索
す
る

と
、
ご
み
を
出
す
曜
日
が
カ
レ
ン
ダ

ー
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、よ
く
あ
る
質
問
の
Ｑ
＆
Ａ

の
ほ
か
、
ご
み
分
別
辞
典
で
ご
み
の

出
し
方
を
検
索
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

ご
み
分
別
ア
プ
リ
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
み
分
別

　
辞
典
サ
イ
ト
と

　
ア
プ
リ
の
利
用
開
始

　

４
月
か
ら
プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
と
燃
や
さ
な
い

ご
み
が
１
週
間
に
１
回
の
収
集
に
変
わ
り
ま
す
。

　

一
部
の
地
域
の
人
は
、
収
集
曜
日
の
変
更
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
３
月
中
旬
か
ら
配
布
し

た
チ
ラ
シ
「
環
境
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
チ
ラ
シ
が
届
い
て
い
な

い
人
は
、
環
境
業
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
燃
や
す
ご
み
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
１
週

間
に
２
回
収
集
し
ま
す
。

※
プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
と
燃
や
さ
な
い
ご
み
は
、

そ
れ
ぞ
れ
２
袋
ず
つ
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

朝
８
時
ま
で
に
45
㍑
ま
で
の
透
明
袋
、
ま
た
は

白
色
半
透
明
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

す
べ
て
の
年
齢
層
で
４
月
１
日
か
ら
努

力
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

自
転
車
の
交
通
死
亡
事
故
に
お
い
て

は
、
頭
部
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
な
死

亡
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
ら
の
身

コ
ミ
バ
ス

　

市
制
45
周
年
記
念
を
機
に
、

記
念
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た
一
日

乗
車
券
＝
上
の
画
像
＝
を
販
売

（
１
枚
３
０
０
円
）
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い（
な

く
な
り
次
第
、
販
売
終
了
）。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

４月１日から

市
制
45
周
年
記
念

一
日
乗
車
券
を
販
売

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力
義
務
化

を
守
る
た
め
に
も
、
自
転
車
を
利
用
す

る
際
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
市
と
八
幡
警
察

署
と
の
共
催
で
、
自
転
車
の
安
全
利
用

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問管理・交通課（☎983‒5144）、八幡警察署（☎981‒0110）

や
わ
た
の
利
用
済
み
一
日
乗
車

券
20
枚
（
交
換
し
た
利
用
済
み

一
日
乗
車
券
は
除
く
）
を
新
し

い
一
日
乗
車
券
と
交
換
で
き
ま

す
。
乗
車
券
の
販
売
・
交
換
は

次
の
場
所
で
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
販
売
・
交
換
場
所　
市
役
所

４
階
管
理
・
交
通
課
、
市
民
体

育
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

橋
本
公
民
館
、
四
季
彩
館
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
わ
た
車
内

（
販
売
の
み
）

も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

当
該
ル
ー
ト
は
従
前
か
ら
私

有
地
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
廃

止
に
伴
い
、
関
係
者
以
外
の
通

行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
残
り
２
つ
の
男
山
散

策
路
で
、
走は

し
あ
が上
り
か
ら
石
清
水

八
幡
宮
を
結
ぶ
「
ひ
だ
ま
り
ル

ー
ト
」
と
、
八
幡
馬
場
か
ら
石

清
水
八
幡
宮
を
結
ぶ
「
せ
せ
ら

ぎ
ル
ー
ト
」
は
引
き
続
き
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
道
路
河
川
課

　
（
☎
９
８
３
･
５
３
０
２
）

石清水八幡宮駅
ケーブル
八幡宮口駅

ケーブル
八幡宮山上駅

男山
レクリエーション
センター

裏参道

表参道

ひだまり
ルート せせらぎ

ルート

廃止された
こもれびルート

二
ノ
鳥
居

一
ノ
鳥
居

石清水八幡宮

男山

参道
ケーブル

神應寺

◆小学生の部 ▼最優秀賞＝迫
さこ

縁
えにし

「ソラのすいぞくかん」
　　　　　　　　 ▼優 秀 賞＝鈴

すず

木
き

碧
あお

莞
い

「Painter!」
　　　　　　　　 ▼佳　　作＝仲

なか

川
がわ

真
まな

人
と

「『みんな大好き！ばあばのごちそう!!』」
◆中学生の部 ▼最優秀賞＝尾

おの

上
うえ

礼
れい

奈
な

「想造の雲に乗って」
　　　　　　　　 ▼優 秀 賞＝雑

さい

賀
が

琴
こと

音
ね

「本を開けば、知らなかった世界」
　　　　　　　　 ▼佳　　作＝永

なが

田
た

莉
り

緒
お

「わくわくに囲まれたい」
◆高校生の部 ▼最優秀賞＝前

まえ

田
だ

萌
ほ

乃
の

香
か

「My world that I create」
　　　　　　　　 ▼優 秀 賞＝大

おお

川
かわ

心
み

優
ゆ

「さあ！冒険に行こう！」
　　　　　　　　 ▼佳　　作＝金

かな

指
ざし

望
み

緒
お

「絵ってわくわく！」
◆白身魚特別賞　 ▼斎

さい

藤
とう

小
こ

唄
うた

「いざ、決戦の時」

大　賞

永
な が

尾
お

雛
じ ゅ

虹
に

『きもち湧きたつ』

問
環
境
業
務
課
（
☎
９
８
３
･
５
３
４
０
） iOS

Android
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務課で手続きしてください（注射済
票交付手数料550円）。

◆

▼犬の飼い主のみなさんへ
　これから犬を飼おうとする方々は
次をご覧になっていただき、犬が命
を終えるまで愛情をもって適切に飼
うことができるか、家族全員で話し
合ってみてください。

問こども未来課（☎983‒5824）

予防注射済票の交付を受けられる
市内の動物病院
病院名 住　所 電話番号

男山動物病院男山泉13-21 982-7487

赤井動物病院橋本向山１-４ 972-2500

ベル動物病院男山長沢14-３ 982-8192

ふじもり動物
総合病院

美濃山宮ノ
背56-２ 972-3234

▼猫の避妊・去勢手術
　費用を助成
　猫の繁殖を抑制することを目的
に、猫の避妊・去勢手術費用の一部
を助成します。
■対象　市に住民登録のある人が、
市内で飼っている猫（保護した猫を
含む）※営利目的の場合を除く。
■条件　市内の動物病院ほか別に定
める動物病院（詳しくはお問い合わ
せください）で避妊・去勢手術をし
た場合
■助成額　１匹５千円（先着240匹）
■手続き　環境業務課または市内の
動物病院にある交付申請書に必要事
項を記入のうえ、次の❶～❹を持参
し、手術後６カ月以内に環境業務課
へ。
❶獣医師の手術実施証明書（交付申
請書に証明する箇所あり）
❷申請者の住所が分かるもの（運転
免許証等）
❸申請者の振込先の口座番号が分か

るもの
❹手術前の全身写真（交付申請書の
裏面に貼付）

◆

▼令和５年度
　狂犬病予防集合注射の
　中止について
　毎年４月に行っている狂犬病予防
集合注射を、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため中止します。
　なお、飼い犬には年１回、狂犬病
予防注射を受けさせることが法律で
義務付けられています。狂犬病の予
防接種はかかりつけの動物病院で受
けてください。
　市内の動物病院で予防注射済票が
交付できるのは、右上の表の動物病
院です。ただし、注射料金が異なる
場合があります。
　なお、予防注射済票の交付を受け
られない動物病院で予防注射を受け
た場合は、病院で発行された狂犬病
予防注射済証を持参のうえ、環境業

　また、すでに犬を飼っておられる
人も同様にご覧いただき、適正な犬
の飼い方ができているか再確認をお
願いします。
・犬を飼ったら必ず登録し、鑑札の
交付を受けてください。
・犬の譲渡や死亡など、犬の登録状
況に変更があれば、環境業務課に
届出ください。
・転入したときは、環境業務課で犬
の転入手続きを行ってください。
・鑑札と予防注射済票は首輪に装着
しましょう。迷子札にもなります。
・犬の散歩時は、首輪や引き綱を必
ずつけ、フンの後始末ができる用
具等を携帯してください。フンは
必ず持ち帰りましょう。
・犬の放し飼いはやめましょう。
・飼い主には、その動物が命を終え
るまで適切に飼養する「終生飼養」
の責任があります。最後まで責任
をもって飼いましょう。

問環境業務課（☎983‒2798）

■対象者
対　象 支給額 申請方法・申請時期

❶
令和５年２月１日以降
に妊娠届出書を提出さ
れた妊婦

出産応援給付金
５万円

妊娠届出書の提出および母子
健康手帳の交付時に妊婦面談
を行い、申請書を提出

❷
令和５年２月１日以降
に出産された子を養育
する人

子育て応援給付金
５万円

こんにちは赤ちゃん訪問事業
等の面談後に申請書を提出

八幡市やわたっこ応援
給付金支給事業について

問家庭支援課（☎983‒1112）

　すべての妊婦・子育て世帯が安心
して出産・子育てができるよう、出
産育児関連用品の購入や子育て支援
サービスの利用等における負担軽減
を図る経済的支援として、出産・子
育て応援事業を実施しています。
■支給対象者
　市内に在住している人で、表の対
象者に給付金を支給します。

　なお、支給には、妊娠・出産期の
面談やアンケートへの回答等が必要
となります。
■申請方法
　表の❶または❷の区分に応じて、
申請方法および申請時期が異なりま
す。❶または❷に該当する人は、そ
れぞれの面談時にご案内します。
　なお、令和４年４月１日から令和

５年１月31日までに、出産された子
を養育する人または妊娠届出書を提
出された妊婦で、給付金の対象者に
順次郵送している案内書類について

は、窓口申請の場合は４月28日（金）
午後５時15分まで、郵送の場合は４
月30日（日）（当日消印有効）まで
に家庭支援課へ申請してください。

　

令
和
４
年
度
に
進
め
て
い
た
く
す
の

き
小
学
校
と
、
さ
く
ら
小
学
校
の
体
育

館
の
空
調
設
備
等
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。

　

本
工
事
は
、
児
童
の
教
育
環
境
の
向

上
と
指
定
避
難
所
と
し
て
の
環
境
改
善

に
向
け
、
体
育
館
に
空
調
設
備
を
整
備

し
た
ほ
か
、
ト
イ
レ
改
修
と
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

空
調
設
備
の
整
備
に
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
燃
料
と
す
る
自
立
運
転
機
能
付
き
の

ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
を
採
用
し
ま

し
た
。

　

ト
イ
レ
改
修
は
、
乾
式
化
お
よ
び
洋

式
化
の
工
事
を
実
施
。
ア
リ
ー
ナ
や
舞

台
、
体
育
館
の
玄
関
お
よ
び
ト
イ
レ
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
取
り
替
え
ま
し
た
。
ま

た
、
災
害
時
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
活
用
を
想
定

し
、
体
育
館
付
近
に
炊
き
出
し
場
も
整

備
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
南
山
小
学
校
で
進
め
て
い

た
ト
イ
レ
大
規
模
改
造
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。

　

本
工
事
に
て
、
プ
ー
ル
棟
ト
イ
レ
に

多
目
的
ト
イ
レ
を
増
設
。
災
害
時
の
避

難
所
利
用
も
考
慮
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
か

ら
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
ス
ロ
ー
プ
も

設
置
し
ま
し
た
。

体育館等の整備工事が
完了しました

くすのき小学校 さくら小学校 南山小学校

さくら小学校体育館内の空調設備とＬＥＤ照明
さくら小学校体育館内の多目的トイレ

ＬＰガスを利用できる炊き出し
場を整備（くすのき小学校）

プール棟トイレに多目的トイレを増設
し、スロープを設置（南山小学校）
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区分 給与所得者 個人事業主

支
給
対
象
期
間

令和５年４月以降、
病気やケガで入院
し、労務に服するこ
とができなくなった
日から起算して３日
を経過した日から退
院した日までの期間
のうち、労務に就く
ことを予定していた
期間

令和５年４月以
降の入院日数が
３日を超える月

支
給
額

（直近の連続した３
カ月間の給与収入の
合計額÷就労日数）
×２／３×日数

１カ月あたり
５万円

■定員と対象者
区　分 定　員　 申込条件

国保加入者
人間ドック 900人 ①４月末日時点で６カ月以上継続して国保に加入し、保

険料を完納している人
②受診時に30歳以上75歳未満の人
③妊娠や入院していない人

脳ドック 500人

後期高齢者
医療制度加入者

人間ドック 300人 ①市から被保険者証の交付を受けている人
②後期高齢者医療保険料を完納している人
③入院していない人脳ドック 150人

※脳ドックについては、前年度に市の脳ドック助成制度を利用した人は申込不可。
※脳ドックに胃の検査はありません。
※定員を超えた場合は抽選で決定しますが、前年度に同助成制度を利用していない人を優先します。
※抽選結果は４月下旬ごろに郵送にてお知らせしますが、健診内容は希望に沿えない場合があります。
※人間ドックや併用ドックを受診した人は、同年度の特定健康診査、後期高齢者健康診査を受診すること
はできません。

■自己負担額（参考）
区　分 国　保 後期高齢
人間ドック 14,000円前後 36,000円前後
脳ドック 12,000円前後 12,000円前後
併用ドック 23,000円前後 46,000円前後

■受診できる医療機関

医療機関名 人間
ドック

脳
ドック

併用
ドック

胃の検査法
カメラ バリウム

京都第一赤十字病院 ○ ○ ○ ○
京都きづ川病院 ○ ○ ○ ○ ○
蘇生会総合病院 ○ ○ ○ ○ ○
大和健診センター ○ ○ ○ ○ ○
京都田辺中央病院 ○ ○ ○ ○ ○
知音会御池クリニック（男性専用※１） ○ ○ ○ ○ ○
知音会御池クリニックレディースプラザ（女性専用） ○ ○ ○ ○
知音会四条烏丸クリニック ○ ○ ○ ○
京都工場保健会総合健診センター ○ ○ ○ ○ ○
京都工場保健会宇治健診クリニック ○ ○ ○
京都市立病院 ○ ○ ○ ○ ○
美杉会健診センター（婦人科なし） ○ ○ ○
京都予防医学センター ○ ○ ○ ○ ○
くずは画像診断クリニック（婦人科なし） ○ ○ ○ ○
京都岡本記念病院 ○ ○ ○ ○ ○
創健会西村診療所 ○ ○ ○ ○
武田病院健診センター ○ ○ ○ ○ ○
宇治武田病院健診センター ○ ○ ○ ○
医仁会武田総合病院健康管理センター ○ ○ ○
※１　脳ドックのみの場合は、女性も受診可。
※併用ドックとは、人間ドックと脳ドックの両方をいいます（抽選結果により、どちらか一方の当選とな
る場合があります）。
※標準的な検査項目や費用等、詳細は市ホームページ（４月５日掲載予定）をご覧ください。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
を
対

象
に
、
半
日
人
間
ド
ッ
ク
お
よ
び

脳
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
を
補
助
し

ま
す
。

■
受
診
期
間

　

利
用
券
到
着
後
〜
令
和
６
年
３

月
31
日
（
日
）

■
自
己
負
担
額

　

受
診
費
用
の
３
割
相
当
額
（
金

額
は
医
療
機
関
・
性
別
・
胃
部

検
査
方
法
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
自

己
負
担
額
は
、
受
診
費
用
か
ら

１
万
１
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た

額
に
な
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

次
の
１
と
２
の
み
の
受
け
付
け

と
な
り
ま
す
。

※
窓
口
の
混
雑
解
消
の
た
め
、
積

極
的
に
郵
送
申
請
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

１
郵
送
申
込

　

ハ
ガ
キ
＝
下
の
画
像
＝
ま
た
は

封
書
に
一
人
１
枚
ず
つ
、
①
住
所

②
氏
名
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
生

年
月
日
⑥
年
齢
⑦
希
望
の
医
療
機

問国保医療課（☎983‒2962）

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加

入
者
で
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る

入
院
で
仕
事
を
休
業
し
、
収
入

が
減
少
し
た
人
に
傷
病
手
当
金

を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者　
国
保
加
入
者
の
う

ち
、
給
与
所
得
者
お
よ
び
個
人

事
業
主

■
申
請
方
法　
申
請
書
等
を
国

保
医
療
課
に
郵
送
、
ま
た
は
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
国
保
医
療
課
で
入
手
可
。

　

令
和
５
年
１
月
診
療
分
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
高
額
療
養
費
の
申
請
時
に

領
収
書
の
添
付
を
原
則
不
要

と
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
１
月
以
降
の
診

療
分
が
高
額
療
養
費
に
該
当

し
、
支
給
額
が
５
０
０
円
以

上
見
込
ま
れ
る
人
に
は
令
和

５
年
４
月
中
旬
以
降
、
お
知

ら
せ
と
申
請
書
を
送
り
ま
す

の
で
、
申
請
書
の
み
を
国
保

医
療
課
に
郵
送
、
ま
た
は
窓

口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
福
祉
医
療
費
制
度
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
領
収
書
の

提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
特
定
疾
病
に
か
か
る
高
額

療
養
費
は
、
お
知
ら
せ
と
申

請
書
は
発
送
さ
れ
な
い
た

め
、
従
来
ど
お
り
、
領
収
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
４
年
12
月
以
前
の
診

療
月
の
申
請
を
す
る
場
合

は
、
領
収
書
が
必
要
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
出

産
し
た
場
合
、
産
前
産
後
の
一

定
期
間
の
国
民
健
康
保
険
料
を

減
免
し
ま
す
。

■
対
象
者　

妊
娠
12
週
（
85

日
）
以
降
に
出
産
し
た
被
保
険

者
（
死
産
・
流
産
・
人
工
妊
娠

中
絶
含
む
）

■
減
免
期
間　
出
産
予
定
日
ま

た
は
出
産
日
の
属
す
る
月
の
前

月
か
ら
４
カ
月
間

※
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産

予
定
日
ま
た
は
出
産
日
の
属
す

る
月
の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月

間■
減
免
の
対
象
と
な
る
保
険
料

　

令
和
５
年
４
月
以
降
、
対
象

と
な
る
期
間
の
所
得
割
お
よ
び

均
等
割
の
全
額

■
申
請
方
法　
申
請
書
等
を
国

保
医
療
課
に
郵
送
、
ま
た
は
窓

口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
国
保
医
療
課
で
入
手
可
。

※
申
請
受
付
は
出
産
予
定
日
の

６
カ
月
前
か
ら
可
能
で
す
。

関
名
⑧
希
望
の
健
診
内
容
（
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・
併
用
ド
ッ

ク
の
い
ず
れ
か
）
⑨
希
望
の
胃
の

検
査
法
（
カ
メ
ラ
・
バ
リ
ウ
ム

の
い
ず
れ
か
）
⑩
保
健
指
導
等

の
活
用
の
た
め
、
受
診
結
果
の

写
し
が
医
療
機
関
か
ら
市
に
提

出
さ
れ
る
旨
の
同
意
（「
同
意
す

る
」
と
記
入
）
を
明
記
の
上
、
〒

６
１
４
・
８
５
０
１　

国
保
医
療

課　

人
間
ド
ッ
ク
受
付
係
へ
。

２
窓
口
申
込

　

保
険
証
を
持
参
し
て
国
保
医
療

課
へ
。

人間ドックと脳ドックの受診費用を補助
申込期間　４月５日（水）～14日（金）　午前８時30分～午後５時
　　　　　※４月14日（金）消印有効

入
院
に
よ
る

傷
病
手
当
金
を
支
給
し
ま
す

国民健康保険の
高額療養費支給申請手続きが簡素化されます

産前産後の国民健康保険料を減免します

国保医療課からお知らせ

※
３
月
の
市
議
会
で
可
決
さ
れ
次
第
、実
施
し
ま
す
。

※３月の市議会で可決され次第、実施します。

ハガキ表面 ハガキ裏面
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問都市整備課（☎983‒5049）

生産緑地地区指定申請はお早めに
　平成29年の都市計画運用指針改正
を受け、生産緑地地区の追加指定申
請を受け付けています。本年中の指
定を希望される人は６月30日（金）
までに必要書類を揃えて申請してく

ださい。
　指定を受けるには、面積などの要
件があります。また、農地等利害関
係人などの同意が必要です。詳しく
は、お問い合わせください。

▼生産緑地地区とは
　市街化区域において緑地機能およ
び多目的保留地機能を有する優れた
農地などを計画的に保全し、良好な
都市環境の形成に資することを目的
として、都市計画法により定めるこ
とができる地区です。

　生産緑地地区に指定すると、原則、
30年間の営農が義務付けられ、建築
や造成などができなくなる一方で、
税制上の特例措置の適用対象となり
ます。
※申請書は都市整備課窓口と市ホー
ムページから入手できます。

　市内の木造住宅を対象に、耐震診
断（一般診断法）を行う耐震診断士派
遣事業と耐震改修工事に助成する耐
震改修費助成事業を実施します。
　なお、募集戸数については、決ま
り次第お知らせします。
１木造住宅耐震診断士派遣事業
　京都府木造住宅耐震診断士を派遣
して耐震診断を行います。

▼対象となる住宅
　次のＡとＢのいずれにも該当する
木造住宅
Ａ昭和56年５月31日以前に着工され
た住宅もしくは平成30年６月18日の
大阪北部地震のり災証明書（一部損
壊以上）が発行された住宅
Ｂ延べ面積の２分の１以上を住宅の
用に供している住宅

▼自己負担　１戸あたり3,000円

２木造住宅耐震改修費助成事業
　耐震診断の結果、評点が1.0未満
と診断された木造住宅で、延べ面積
の２分の１以上が住宅の用に供され
ている住宅の耐震性能を向上させる
改修工事に対し助成します。

▼各事業の注意事項
※丸太組構法の住宅、旧建築基準法
38条認定および型式適合認定による
プレハブ工法の住宅は対象外です。
※申請前に耐震設計や耐震改修工事
（簡易改修、シェルター設置を含む）
の契約締結および工事着工をした場
合は補助対象外です。
※申請者は住宅の所有者または居住
者に限ります。また、賃貸住宅など
は所有者の同意が必要です。
※市が補助金を直接業者に支払う
「代理受領制度」が利用できます。

木造住宅の耐震性を高めるために

申・問申請書に添付書類を添えて、４月14日（金）～12月28日（木）
午前８時30分～午後５時（正午～午後１時除く）に都市整備課(☎983
‒5049)へ（申請書は、都市整備課窓口、市ホームページから入手可）

■木造住宅耐震改修費助成事業

助成事業名 助成額

対象となる住宅および工事

昭和56年５月31
日以前に着工さ
れた住宅

平成30年６月18
日大阪北部地震
のり災証明書
（一部損壊以上）
が発行された住
宅

耐震改修助成事業
（本格改修）
　耐震性能（評点）を1.0
以上に向上させる改修工
事に助成します。

対象工事費の
５分の４
（最大100万円）

○ ×

耐震改修助成事業
（簡易改修）
　耐震性能（評点）を向
上させる改修工事に助成
します。

対象工事費の
５分の４
（最大40万円）

○

耐震シェルター設置費
助成事業
　住宅の室内（主に寝室）
に強固な構造物を設置し、
地震により住宅が倒壊し
ても生命を守る空間を設
置する工事に助成します。

対象工事費の
４分の３
（最大30万円）

○ ×

※対象となる認定シェルターについては、お問い合わせください。

■取得できるコンビニ交付サービスの一覧

証明書の種類 窓　口
手数料

コンビニ
手 数 料 利用時間

住民票の写し・住民票記
載事項証明書 300円 200円

毎日午前６時30分～午後11時印鑑登録証明書 300円 200円
令和４年度所得証明書
課税（非課税）証明書 300円 200円
戸籍（謄本・抄本） 450円 350円 平日午前９時～午後５時15分戸籍の附票の写し 300円 200円

４月１日から各種証明書の
コンビニ交付手数料を値下げします

　令和５年４月１日からマイナンバ
ーカードを使い、コンビニなどのキ
オスク端末（多機能端末機）で証明
書を取得する場合に、従来よりも
100円値下げします。
　４月中には市役所１階の多機能端
末機を稼働する予定です。ぜひ、こ

の機会に、マイナンバーカードを取
得し、便利なコンビニ交付の利用を
ご検討ください。
※４月29日～５月７日は、マイナン
バーカード電子証明書の更新ができ
ません。このほか、システムメンテ
ナンス日の利用はできません。 問市民課（☎983‒2759）

　

土
地
ま
た
は
家
屋
の
固
定
資

産
税
の
納
税
者
の
皆
さ
ん
は
、

そ
の
納
付
す
べ
き
当
該
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の

固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
ま
た

は
家
屋
に
つ
い
て
、
市
内
の
他

の
土
地
ま
た
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家
屋
の
価
格
と

の
比
較
が
で
き
る
よ
う
縦
覧
帳

簿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　
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月
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月
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〜
５
月
31
日
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水
）（
土
・
日
・

祝
日
除
く
）

▼
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４

時※
納
税
者
は
所
有
さ
れ
る
固
定

資
産
に
応
じ
た
縦
覧
帳
簿
を
無

料
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
場
所　
税
務
課
資
産
税

係▼
縦
覧
に
必
要
な
も
の　
納
税

通
知
書
（
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
運
転
免
許
証

な
ど
、本
人
確
認
で
き
る
書
類
）

　

縦
覧
期
間
中
は
無
料
で
名
寄

帳
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

時
間
、
場
所
、
無
料
交
付
に
必

要
な
も
の
は
、
前
述
の
と
お
り

で
す
（
縦
覧
期
間
以
外
の
名
寄

帳
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
１
件

３
０
０
円
の
手
数
料
を
い
た
だ

き
ま
す
）。

固
定
資
産
の
価
格
等
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

　

認
定
長
期
優
良
住
宅
を
新
築

し
た
場
合
、
１
戸
当
た
り
１
２

０
平
方
㍍（
居
住
部
分
に
限
る
）

を
上
限
に
当
該
家
屋
の
固
定
資

産
税
額
の
２
分
の
１
相
当
額
を

減
額
し
ま
す
。

▼
住
宅
の
種
類

①
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に

新
築
さ
れ
た
も
の

②
京
都
府
知
事
の
認
定
を
受
け

て
い
る
こ
と

③
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
居
住

部
分
の
割
合
が
全
体
の
床
面

積
の
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ

と④
床
面
積
が
50
平
方
㍍
以
上

（
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
居
住

部
分
の
床
面
積
が
50
平
方
㍍
以

上
）
２
８
０
平
方
㍍
以
下
で
あ

る
こ
と

▼
減
額
期
間　
新
築
の
翌
年
度

か
ら
５
年
間
（
３
階
建
て
以
上

の
準
耐
火
構
造
お
よ
び
耐
火
構

造
住
宅
は
新
築
後
７
年
間
）。

▼
手
続
き　
認
定
を
受
け
て
新

築
さ
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類（
認
定
通
知
書
）

の
写
し
を
添
え
て
、
新
築
さ
れ

た
翌
年
の
１
月
31
日
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
と
な
る
た
め
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
（
郵
送
の
場
合
は
写
し
の
添

付
が
必
要
）。

※
従
来
の
新
築
住
宅
の
減
額
措

置
と
重
ね
て
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
資
産
税
係
（
☎
９
８
３
・
２
４
８
０
）

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、

納
期
限
日
に
指
定
の
口
座
か
ら

自
動
的
に
振
替
（
払
込
）
し
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

申
し
込
み
は
、
引
き
落
と
し

を
希
望
さ
れ
る
月
の
前
月
15
日

ま
で
に
口
座
振
替
依
頼
書
を
市

税
等
取
扱
金
融
機
関
（
市
外
の

金
融
機
関
に
は
同
依
頼
書
が
な

い
場
合
あ
り
）
や
担
当
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
ご
利
用
の

場
合
は
、
直
接
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
依
頼
書
を
ご
自
宅

に
郵
送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
必
要
な
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
市
税
に
関
す
る
こ
と
＝
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
９
８
３
・
２
４
８
１
）

　

国
民
健
康
保
険
料
に
関
す
る
こ
と
＝
国
保
医
療
課
国
保
年
金
係
（
☎
９
８
３
・
２
９
６
２
）

市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

認
定
長
期
優
良
住
宅
を
新
築
し
た
場
合

固
定
資
産
税
を
減
額
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　市内在住の妊婦さん、および生後
２カ月～就学前のお子さんとその保
護者（すくすくの杜は、おおむね３
歳未満のお子さんとその保護者）を
対象に、親子で遊ぶ場、子育て相談、
発達相談（予約制。利用時間内に各
センターへ）、育児の情報交換の場
を無料で提供しています。各種事業
など詳しくは、上記のＱＲコードか

ら市ホームページをご覧ください。

▼開設日＝月曜～金曜日（全支援セ
ンター）および土曜日（すくすくの
杜のみ、あいあいポケットは第２土
曜日のみ）

▼利用時間＝午前９時～11時30分、
午後１時～３時30分

▼休館日＝日曜日、祝日および年末
年始（12月29日～１月３日）
※市に気象警報が発令されている場
合は休館となります。

子育て講座子 育 て
すくすく
４月

子ども・子育て支援センター
すくすくの杜（☎ 972-1085）

子育て支援センター
あいあいポケット（☎983-8747）

第二子育て支援センター
そよかぜ（☎ 981-5009）

いろんな遊びやふれあいの場

センターでは、赤ちゃんに
はじめての１冊をプレゼントし
ています。
対象生後２カ月から１歳の誕生
月までのお子さんとその保護者
　日程や場所、申込など、詳し
くは上記のＱＲコードから市ホ
ームページをご覧いただくか、
各センターまでお問い合わせく
ださい。

はじめての絵本

時間午前10時～11時30分(〇は午前10時～11時、●は午前
10時～11時15分、△は午前10時30分～11時30分、▲午前11
時30分～ )。
※持ち物や対象など、詳しくは右記のＱＲコードから市ホームペ
ージをご覧いただくか、各園までお問い合わせください。

園
開
放
日

センターでは

事業名 内容など 日　程

サ
ロ
ン

ひよこサロン
(A)

お母さん同士で気軽にお
しゃべり
時間：午前10時～11時15分
対象：妊婦さんと生後２カ

月からAは６カ月、
Ｂ・Ｃは１歳半の親
子

14日(金)
あいあいポケット

あいあいサロン
(B)

19日(水)
あいあいポケット

そよかぜサロン
(C) 25日(火)そよかぜ

みんなの広場

手遊びやふれあい遊び、
遊びの紹介、絵本の読み
聞かせや紙芝居
時間：午前10時～11時30分
対象：妊婦さんと生後２カ

月～就学前の親子

13日(木)
橋本児童センター

28日(金)
竹園児童センター

赤ちゃんの広場

手遊びやふれあい遊び
時間：午前10時～11時15分
対象：妊婦さんと生後２カ

月～１歳半の親子
※保育園は事前予約要。

12日(水)
くすのき保育園(離乳食展
示あり)
18日(火)
竹園児童センター
26日(水)
橋本児童センター

園　名 日　程

保
育
園

南ケ丘☎981-3125 18日(火)園庭で遊ぼう(予約制)
21日(金)園庭開放(雨天中止)

南ケ丘第二☎982-3330 11日(火)園庭開放(雨天中止)
25日(火)園庭で遊ぼう(予約制)

みその☎981-8101 13日(木)園庭開放(雨天中止)
わかたけ☎983-1313 13日(木)園庭開放(雨天中止)

21日(金)園庭で遊ぼう(予約制)
くすのき☎983-1200 19日(水)園庭遊び(予約制)

認
定
こ
ど
も
園

有都☎981-0873

14日(金)●赤ちゃんの広場(予約制)
18日(火)園庭で遊ぼう(予約制)
19日(水)園庭開放
月～金：育児相談(電話受付)
月・火：ちびっこひろば(各５組　予約制)
金：ぴよぴよらんど(各５組　予約制)
※午前10時～11時30分、午後1時30分～4時

山鳩☎981-0982 14日(金)・28日(金)○園庭遊び(予約制)
山鳩第二☎981-0700 19日(水)・26日(水)園庭で遊びましょう
歩学園幼稚園☎971-5687 22日(土)・25日(火)△園庭開放

なるみ☎982-3368

26日(水)△一緒に遊ぼう！ともだちつくろう
♪(予約制)
申17日(月)午前10時～
26日(水)▲給食試食会(先着10組。予約制)
申17日(月)午前10時～

すくすくの杜
離乳食展示

▲

12日(水)午前10時30
分～
離乳食講座

▲

25日（火）、①午前
９時30分～10時15分、②午前10時
45分～11時30分
対　象　①生後８カ月～１歳半の
親子４組、②生後２～８カ月の親
子４組　申３日(月) ～

区分 改正前 改正後

入院
３歳～中学３年生
【自己負担額】１カ月200円

３歳～高校３年生
【自己負担額】１カ月200円
※高校生については受給者証
なし。

利用時間と利用料金（１時間当たり）
平日の午前７時～
午後８時 700円

上記以外の時間帯、
土、日、祝日 800円

※１時間を超えた場合は、30分ごとに
半額加算します。
※兄弟姉妹など、２人目からは半額、
交通費と食事代などは実費です。
※当日のキャンセルや無断で取り消し
た場合は、キャンセル料が必要です。

　子育て世代の経済的負担の軽
減を図るため、中学３年生（15
歳年度末）まで入院時の医療費
（一部対象外のものあり）を助
成していましたが、令和５年４
月受診分から高校３年生（18歳

年度末）まで助成を拡充します。
　今回、新たに対象となる高校
生に受給者証の交付はありませ
ん。申請には、領収書、保険証等
が必要です。詳しくは、家庭支援
課までお問い合わせください。

　ファミリーサポートセンターとは、
子育ての手助けをしてほしい人（利用
会員）と子育ての手助けをしたい人（サ
ポート会員）が、互いに助け合う有償
ボランティアの会員組織です。
　子育ての手助けが必要な利用会員、
子育て中の家庭の手助けをしたいとい
うサポート会員を随時、募集していま
す。
　会員になるには登録が必要です。お
気軽にお問い合わせください。

大大
き
く
な
〜
れ

き
く
な
〜
れ

ファミリーサポートセンターの会員募集

問家庭支援課（☎983‒1112）
申・問ファミリーサポートセンター（指月児童センター内）
　　　（☎・ＦＡＸ971-1109、月～金の午前９時～正午、午後１時～４時）

■お子さんの写真募集　就学前のお子さんの写真をメールまたは直接窓口で受け付けています。詳しくは
市ホームページをご覧ください。 問秘書広報課（☎983-1087）

子育て支援医療費（入院費）が高校生まで拡充されます
※３月の市議会で可決され次第実施します。

名な

尾お

実み
の

莉り

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

初
め
て
の
う
な
重
に

ご
満
悦
の
表
情
♡

巌い
わ
お

珀は
く

翔と

く
ん
（
１
歳
）

わ
ろ
て
れ
ば
、
な
ん
と
か
な
る
☆

は
く
と
大
好
き
!!

坂さ
か

手て

仁き
み

尋ち
か

く
ん
（
２
歳
）

ポーズは「トライアングル！」
好奇心旺盛のきみが誇りです♡
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選挙に関する問い合わせ
八幡市選挙管理委員会（市役所５階） ☎983-5635

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

投票時間 午前７時～午後８時 開票（両日とも）午後９時～
文化センター・小ホール

４月９日（日）は府議会議員選挙
４月23日（日）は市議会議員選挙

郵
便
に
よ
り
投
票
が
で
き
る
人

点
字
や
代
筆
の
投
票
は
係
員
へ

身
体
の
不
自
由
な
人
へ
の
投
票
制
度

■障がいの要件 ※表中（　）は、戦傷病者
障がいの部位など 等　級

両下肢・体幹 １級・２級（特別項症～第２項症）
移動機能 １級・２級
心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸 １級・３級（特別項症～第３項症）

免疫・肝臓 １級～３級
上記の障がいのある人で、障がいの程度が明確でないときは、京都府知事
が上記の障がいと同程度と認めた場合

　

身
体
障
が
い
の
あ
る
人
（
戦
傷

病
者
を
含
む
）
ま
た
は
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
人
に
は
、
不
在
者

投
票
の
特
例
と
し
て
「
郵
便
に
よ

る
投
票
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
方
法
で
投
票
が
で
き
る
人
は
、

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
か

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

下
の
表
の
要
件
に
該
当
す
る
人
、

ま
た
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

に
「
要
介
護
５
」
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
る
人
で
す
。

　

郵
便
投
票
を
希
望
す
る
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
郵
便
等
投
票
証
明
書

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▼
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
場
合
…
随
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に

身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手

帳
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の

い
ず
れ
か
を
持
っ
て
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
い
る
場
合
…
市
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
投
票
用
紙
請
求
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、記
入
の
う
え
、

次
の
期
日
ま
で
に
郵
便
等
投
票
証

明
書
を
添
え
て
返
送
し
て
く
だ
さ

　

任
期
満
了
に
伴
う
「
京
都
府
議
会
議
員
一
般
選
挙
」（
告
示
日
：
３
月
31
日
〈
金
〉、
投
票
日
：
４
月

９
日
〈
日
〉）、「
八
幡
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
」（
告
示
日
：
４
月
16
日
〈
日
〉、投
票
日
：
４
月
23
日
〈
日
〉）

が
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
代
表
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
せ
ず
、
あ
な
た
の
大
切
な
一
票

を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

い
。
代
理
人
に
よ
る
窓
口
提
出
も

可
能
で
す
。

【
府
議
会
議
員
選
挙
】

　

４
月
５
日
（
水
）
ま
で

【
市
議
会
議
員
選
挙
】

　

４
月
19
日
（
水
）
ま
で

八
幡
市
で
投
票
が
で
き
る
人

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

❶
日
本
国
民

❷
令
和
４
年
12
月
30
日
以
前
に
八

幡
市
に
住
民
登
録
を
行
い
、
投
票

時
に
引
き
続
き
住
民
登
録
の
あ
る

人※
現
在
は
住
民
で
な
く
て
も
住
民

登
録
期
間
が
３
カ
月
以
上
で
あ
れ

ば
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❸
平
成
17
年
４
月
10
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人

市
内
転
居
は
投
票
所
に
注
意

▼
令
和
５
年
3
月
23
日
ま
で
に
届

け
出
を
し
た
場
合

　

新
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で

き
ま
す
。

▼
令
和
５
年
３
月
24
日
以
降
に
届

け
出
を
し
た
場
合

　

転
居
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
で
き
ま
す
。

※
「
投
票
所
入
場
券
」
が
届
か
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
選
挙
管

理
委
員
会
で
選
挙
人
名
簿
の
登
録

の
有
無
を
確
認
し
、投
票
日
当
日
、

投
票
所
で
投
票
所
入
場
券
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

府
内
市
町
村
か
ら
の

　
　
　
　
　
転
入
者
の
特
例

　

令
和
４
年
12
月
31
日
以
降
に
、

京
都
府
内
の
市
町
村
か
ら
八
幡
市

に
転
入
し
、
住
民
登
録
を
さ
れ
た

人
で
も
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
市
町
村
の
投
票
所
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
に
前
住
所
地
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

※
前
住
所
地
が
遠
方
の
場
合
、
不

在
者
投
票
の
手
続
き
を
し
て
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
な
る

べ
く
早
く
、
前
住
所
地
の
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

投
票
の
と
き
、
目
の
不
自
由
な

人
は
、「
点
字
」
に
よ
る
投
票
が

で
き
ま
す
。

　

候
補
者
の
名
前
を
自
分
で
記
入

で
き
な
い
人
の
場
合
は
、
投
票
所

の
係
員
が
本
人
か
ら
直
接
お
伺
い

し
、
候
補
者
の
名
前
を
投
票
用
紙

に
記
載
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
投
票
所

の
係
員
に
、
お
気
軽
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

京
都
府
議
会
選
挙

八
幡
市
で
投
票
が
で
き
る
人

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

❶
日
本
国
民

❷
令
和
５
年
１
月
15
日
以
前
に
八

幡
市
に
住
民
登
録
を
し
、
現
在
に

至
る
人

❸
平
成
17
年
４
月
24
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人

市
内
転
居
は
投
票
所
に
注
意

▼
令
和
５
年
４
月
９
日
ま
で
に
届

け
出
を
し
た
場
合

　

新
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で

き
ま
す
。

▼
令
和
５
年
４
月
10
日
以
降
に
届

け
出
を
し
た
場
合

　

転
居
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
で
き
ま
す
。

※
こ
の
場
合
「
投
票
所
入
場
券
」

が
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
選
挙

人
名
簿
へ
の
登
録
の
有
無
を
確

認
し
、
投
票
日
当
日
、
投
票
所
で

入
場
券
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

八
幡
市
議
会
選
挙
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４月９日（日）は府議会議員選挙
４月23日（日）は市議会議員選挙

あ
な
た
の
投
票
所
は
投
票
所

入
場
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
事
前
に
ハ
ガ
キ
の
投
票
所
入

場
券
を
有
権
者
の
皆
さ
ん
に
郵

送
し
ま
す
。
投
票
日
に
は
投
票

所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
票
所
で

は
時
間
短
縮
の
た
め
投
票
所
入

場
券
に
記
載
し
て
い
る
バ
ー
コ

ー
ド
を
読
み
、
パ
ソ
コ
ン
で
受

け
付
け
を
し
ま
す
の
で
、
折
り

曲
げ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
い

と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
万

一
、
投
票
所
入
場
券
を
紛
失
さ

れ
て
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま

す
。
投
票
日
に
投
票
所
の
係
員

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
を
宣

誓
書
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
期

日
前
投
票
を
さ
れ
る
場
合
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　
投
票
日
当
日
に
都
合
の
悪
い
人
は
、
事
前
に
市
役
所
等
で
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。
土
、
日
も
受
け
付
け
し
ま
す
。
投
票
所
入
場
券

を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
を
期
日
前
投
票
宣
誓
書
に
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
記
入
い
た
だ
く
と
、
受
け
付
け
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

期
日
前
投
票
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
内
投
票
所
の
混
雑
状
況
予
測
に
つ
い
て

期
日
前
投
票
に
行
く
人
は

赤
で
囲
ん
だ
箇
所
に

あ
ら
か
じ
め
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

投票所入場券

う
ら

お
も
て

■各選挙の期日前投票所の開設日時
場　所 府議会議員選挙 市議会議員選挙

❶市役所北側１階会議室
　（夜間・休日通用口横）

４月１日(土)～８日(土)
午前８時30分～午後８時

４月17日(月)～22日(土)
午前８時30分～午後８時

❷イズミヤスーパーセンター八幡店
　（書籍売場前特設会場）

４月８日(土)
午前10時～午後７時

４月22日(土)
午前10時～午後７時

❸子ども・子育て支援センター (すくす
くの杜)内　放課後児童健全育成施設

４月８日(土)
午前10時～午後８時

４月22日(土)
午前10時～午後８時

　期日前投票期間の前半の投票所は空いていま
す。投票所の混雑を緩和するため、ぜひともお早
めの期日前投票をお願いします。

期日前投票受付場所

日
付
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所

期日前投票宣誓書
私は、令和5年4月9日執行の京都府議会議員一般選挙の

当日、下記のいずれかの事由に該当する見込みです。

○ 仕事、学業、地域行事、冠婚葬祭その他の用務に従事
○ 用事又は事故のため、投票所のある区域の外に外出・
　　旅行・滞在
○ 疾病、負傷、出産、老衰、身体障がい等のため歩行が
　　困難又は刑事施設等に収容
○ 住所移転のため、八幡市以外に居住
○ 天災又は悪天候により投票所に行くことが困難

氏

名

生
年
月
日

大・昭・平 年

月 日生

現

住

所

＜投票についてのご注意＞

本人が自らこの入場券を持参してください。本人

以外の方がこの入場券を使用してはなりません。

選挙当日に都合の悪い場合は、期日前投票をし

ましょう。（右の「期日前投票宣誓書」に必要事項

をご記入の上、ご持参ください。）

京都府外に転出された方は、投票することができ

ません。

○

○

○

□表面記載の住所と同じ
↓表面記載の住所と異なる場合は記載してください。

令和５年４月 日
上記は真実であることを誓います。
八幡市選挙管理委員会委員長様

①場所 ：市役所１階会議室１（夜間・休日通用口横）

期間 ： 月 日 土 ～ 月 日(土)
時間 ： 時 分～ 時 分

②場所 ：イズミヤスーパーセンター八幡店

期間 ： 月 日 土

時間 ： 時 分～ 時 分

③場所 ：子ども・子育て支援センター（すくすく

の杜） 放課後児童健全育成施設

期間 ： 月 日 土

時間 ： 時 分～ 時 分

期日前投票

八幡市選挙管理委員会 電話

○投票所では新型コロナ感染症対策を実施します。

選挙に関する詳細、投票所の地図等

はコチラから市ＨＰをご覧ください。○ 入場券が届いても、投票日（期日前投票日）に有

権者でない方は投票できません。

仮

郵便はがき

選挙事務

投 票 日 時
令和 年 月 日

○○○議会議員一般選挙投票所入場券

投票区 頁 番号

氏　名 性別

区　　　　　分

午前 時 ～ 午後 時

投　票 所

山城八幡局

料金後納郵便

19
時
台

18
時
台

17
時
台

16
時
台

15
時
台

14
時
台

13
時
台

12
時
台

11
時
台

10
時
台

９
時
台

８
時
台

(人)
5000
4500
4000
3500
3000
2500
2000
1500
1000
500
0

期日前投票所は夕方４時以
降の投票者が少なく、投票
しやすい傾向があります。

■期日前投票の時間別投票状況
（過去４年間に執行した選挙の投票者数の累計）

■前回の統一地方選における
　日別期日前投票者数

期日前投票する場合

初日
２日目
３日目
４日目
５日目
最終日

初日
２日目
３日目
４日目
５日目
６日目
７日目
最終日

京
都
府
議
会
議
員

一
般
選
挙

八
幡
市
議
会
議
員

一
般
選
挙

１
６
０
０

１
４
０
０

１
２
０
０

１
０
０
０

８
０
０

６
０
０

４
０
０

２
０
０

０ (人)

期
日
前
投
票
期
間
の
前
半
は
投
票
者
が
少
な
く
、

ス
ム
ー
ズ
に
投
票
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

❸子ども・子育て支援センター（すくすくの杜）内
　放課後児童健全育成施設

至国道１号

美濃山
小学校

きんめい近隣公園

歩学園幼稚園

美濃山高区配水場

至松井山手

欽明
つつじ公園

子ども・子育て
支援センター
すくすくの杜

駐車場

駐
車
場
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

❶市役所北側１階会議室（夜間・休日通用口横）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
停
留
所

文化センター

夜
間
・
休
日

通
用
口

旧庁舎

正面玄関

北側玄関

守衛室
時間外窓口

ピロティ

エントランス

歩行ルート

❷イズミヤスーパーセンター八幡店（書籍売場前特設会場）

消
防
本
部 国道

１号

八幡一ノ坪交差点

八幡中代交差点

至大阪

至京都

ドラッグ
ストア

衣料品
ホーム
グッズ書籍・

雑誌

食料品
住居
関連品

出入口 出入口

期日前投票所期日前投票所

イズミヤ
店内図

※令和４年７月10日執行の参議院議員通常
選挙から、投票場所を変更しています。
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選挙に関する問い合わせ
八幡市選挙管理委員会（市役所５階）　☎983-5635

あなたの投票所はこちらです

気持伝える一票を 投票箱に届けます

投票所設置場所一覧
投票区 投票所および所在地 対象地域

●1 志水公民館  八幡岸本35-４ 一区（一部）
●2 二区公会堂  八幡三本橋１-１ 二区（双栗含む）
●3 山柴公民館  八幡山柴48・49 三区(一部)
●4 橋本公民館  橋本堂ケ原36 橋本(一部)

●5 川口コミュニティセンター
  川口萩原24-１

川口(高原を除く)・八幡
(番賀・小西)

●6 八幡人権・交流センター
  八幡軸63 六区

●7 上区公会堂  岩田高木82-２ 上区

●8 やわた流れ橋交流プラザ
  上津屋里垣内56-１ 中区

●9 有都交流センター体育館
  下奈良今里17 下区

●10 内里公会堂  内里東ノ口33 内里
●11 戸津公会堂  戸津北小路34 戸津(一部)

●12 美濃山公会堂
  美濃山宮道55-１

美濃山・戸津(一部)・八
幡(御幸谷の一部)

●13 長町南集会所  八幡長町３-67 八幡(長町・樋ノ口)・川口(高原)

●14 くすのき小学校  男山金振９ 男山(金振・竹園の一部)
●15 男山第二中学校  男山石城３ 男山(石城・弓岡)

●16 中央センター集会所
  男山八望３ 男山(八望・泉)

●17 男山第三中学校  男山笹谷３ 男山(美桜・長沢・笹谷・雄徳・指月)

●18 橋本幼稚園  橋本中ノ池尻15 橋本(一部)・西山

●19 くすのき保育園
  八幡吉野垣内３-１

三区(一部・石清水ビュ
ーハイツ含む)

●20 八幡第四幼稚園  男山松里１
男山(吉井・松里)・八幡
(安居塚・中ノ山・南山・
備前・長谷の一部・福禄
谷の一部)

●21 南センター集会所
  男山竹園２ 男山(香呂・竹園の一部)

●22 柿ケ谷集会所
  八幡柿ケ谷80-12

八幡(柿ケ谷・長谷の一
部・福禄谷の一部)

●23 コミュニティセンター月愛
  八幡月夜田81-１

八幡(月夜田・山田・砂田・
武蔵芝・久保田・水珀・
一ノ坪・御幸谷の一部)

●24 美濃山コミュニティセンター
  欽明台西70

欽明台・岩田大谷・内里
大谷
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ま
す
。

選挙管理委員会
委員長

 森田孝利

選挙公報を配布します
　

選
挙
公
報
は
、
選
挙
で
候

補
者
を
選
ぶ
と
き
の
大
切
な

資
料
と
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る
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で
す
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届
か
な
い
場
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は
、
市
選

挙
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理
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会
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問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　病院等の不在者投票施設や滞在
地の選挙管理委員会でする不在者
投票制度もあります。詳しくは市
選挙管理委員会事務局へお問い合
わせください。早めの手続きをお
願いします。

不在者投票制度
について
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募　　集 スポーツ

▼ノルディックウォーキング
　教室
　市スポーツ推進委員が指導しま
す。専用ポール（ストック）の貸し
出し有り。
日　時　５月20日（土）午前９時～
午後３時（予定）※小雨決行。
コース　出町柳駅～下鴨神社～上賀
茂神社（昼休憩）～出町柳駅（約８㎞）
対　象　市内在住・在勤・在学の人
参加費　100円（保険代。当日徴収）
持ち物　昼食、レジャーシート、帽
子、飲み物、タオル、歩きやすい服
装・靴、交通費、着替え、雨具等
申・問４月28日（金）までに、ハガ
キで郵送または市ホームページ専用
申込フォームで住所・氏名（ふりが
な）・電話番号（自宅・緊急連絡先）・
年齢を記入し、生涯学習課（☎983-
3088）へ

▼第29回
　春季ＹＡＷＡＴＡ
　フレンドリーテニス大会
日　時　５月11日（木）午前９時～
午後３時（午前８時30分集合）※予
備日は５月18日（木）。
場　所　市民スポーツ公園
対　象　市内在住・在勤の人または
テニス協会会員の女性、および60歳
以上の男性
定　員　60人（先着順）
参加費　会員＝500円、非会員＝700
円※当日徴収。
試合方法　チーム対抗リーグ戦（当
日チーム分け）
申・問４月20日（木）までに、電話
で大会名・氏名・住所・電話番号・
年齢・性別・所属団体名（協会員のみ。
非会員はその旨をお伝えください）
をテニス協会＝白井（☎080-9161-
1164）へ

▼男山展望台周辺竹林整備

　 「たけのこ」の
　 朝堀り体験もできます 

日　時　４月22日（土）午前９時～
正午※小雨決行。
場　所　石清水八幡宮男山展望台
定　員　30人（先着順）
参加費　500円、小学生200円
持ち物　飲み物、軍手、作業しやす
い服装と靴
申・問４月15日（土）までに、電話
でＮＰＯ法人八幡たけくらぶ＝竹下
（☎080-4168-0831）へ

▼第25回手工芸作品展
日　時　５月13日（土）午前10時～
午後５時、14日（日）午前10時～午
後４時※入場無料。
場　所　生涯学習センター
内　容　手工芸作品（アートフラワ
ー、押し花、リフォーム、和紙ちぎ
り絵、「愛・編む布ぞうり」による
作品など）の展示、手作り体験講習
会など
その他　体験講習会は予約優先で、
別途参加費（200～500円）が必要です
問文化協会手工芸部会＝本郷（☎
981-1829）

▼八幡市少年少女合唱団
　第42回定期発表会
日　時　４月16日（日）午後１時30
分～３時※入場無料。
場　所　文化センター小ホール
内　容　第１部：オリジナル音楽劇
「星まつりの夜に」、第２部：卒団
生ステージ、第３部：合唱ステージ
団員募集中
対　象　小学１～６年生
練習日時　毎週土曜日の午後１時30
分～３時
練習場所　男山公民館、橋本公民館
ほか
問こども未来課（☎983-5674）

教室名 場　所 定　員 日　程 時　間
①日本舞踊 文化センター 15 おもに第１・３土曜日

（日曜日もあり） 午後１時～３時

②舞踊 市民交流
センター 15 おもに第１・３土曜日午前10時～正午

③三曲
　（琴・尺八）文化センター 15 月２回　土曜日 午前９時30分～

11時30分
④三味線 10 月２回　土曜日 午前９時～11時
※①・②は幼児～中学生、③は小学３年生～中学生（ただし、経験者は小
学１年生から可）、④は小学４年生～高校生が対象。
※日程は変更になる場合があります。ご了承ください。
※琴・尺八・三味線は貸し出します。

▼子ども和文化体験教室
　いろいろな文化を体験してみませ
んか？
日　時　５月～12月※教室によって
回数が異なります。
参加費　初回に1,000円徴収。三曲は
琴の爪代が別途2,000円かかります。
申・問４月20日（木）までに、ハガ

キもしくはＦＡＸ、メールで、教
室名・住所・氏名（ふりがな）・年
齢・性別・電話番号・学校名・学
年を記入し、文化協会（〒614-8023
八幡名残23- １　市民交流センター
内、☎・ＦＡＸ983-9202、メール：
yawatabunka@ace.odn.ne.jp、
火・木・金の午前９時～午後４時）
へ

▼子どもわくわく教室

【文化教室（全10回）】 　　　　　　

①茶道（小学１～中学３年生、初心
者優先）、②華道（小学１～中学３
年生、初心者優先）③将棋（小学１
～中学３年生、新規募集）

【スポーツ教室（全10～15回）】　 　

④サッカー（年長〈５歳児〉～小学
３年生）、⑤ミニバスケットボール
（小学１～６年生）、⑥陸上（小学
２～６年生）、⑦ソフトテニス（小
学２～４年生）、⑧スケートボード
（小学３～６年生）、⑨バトントワ
リング（年長〈５歳児〉～小学６年生）
日　程　５月から。①～⑧土曜日、
⑨日曜日
時　間　①・③午前10時～11時、②
午前９時30分～10時または午前10時
30分～11時、④午前９時30分～11時
30分、⑤・⑨午前９時～11時、⑥午
前９時30分～11時、⑦午後２時～４
時、⑧午前10時30分～午後０時30分
場　所　①・②松花堂美術館別館、
③市民交流センター、④馬場市民公
園、⑤中央小学校、⑥・⑦旧八幡第
五小学校、⑧男山レクリエーション
センター、⑨美濃山小学校
定　員　①・②・③20人、⑥50人、
⑦40人、⑧15人※応募多数の場合は
抽選。

▼観光ボランティアガイド
　募集講座
日　時　４月25日（火）午前10時～
午後３時※参加費無料。
場　所　文化センター３階講習室５
内　容　市内の観光に関する講座
対　象　実習を受けて観光ボランテ
ィアガイドとして活動できる人
定　員　約10人
申・問４月15日（土）までに、観光案
内所で配架している申込書を郵送ま
たは直接窓口で、観光協会（☎981-
1141）へ

▼「キッズ教室」参加者と
　スタッフ募集
　遊びながら基礎運動能力を向上さ
せます。日本スポーツ協会、スポー
ツ少年団の推進する活動です。
日　時　４月～令和６年３月の月３
回（指定日）午前10時～11時30分
場　所　有都小学校体育館・グラウ
ンド
対　象　①参加者は３歳～小学３年
生（４月１日現在）※３歳児は親同
伴。②スタッフは体を使った遊びの
経験者、幼児教育経験者、子どもの
スポーツ指導経験者等幼児の運動遊
びに興味のある人※年齢不問。
参加費　①2,000円（保険代・登録
費等）、②無料
申・問４月30日（日）までに、ハガキ
に住所・氏名（ふりがな）・年齢・性別・
電話番号を記入し、スポーツ協会（〒
614-8023八幡名残23-１　市民交流
センター内、☎・ＦＡＸ983-9202、月・
水・金の午前９時～午後４時）へ

イベント

参加費　①3,500円、②8,300円（花
材料費含む）、③～⑨＝2,000円
申４月28日（金）までに、市ホームペ
ージ専用申込フォームから申し込
み、または往復ハガキに住所・氏名
（ふりがな）・年齢・性別・電話番号・
メールアドレス・学校名・学年・希
望教室名を記入し、〒614-8501生涯
学習課へ
※参加者には後日、詳細をご連絡し
ます。
問生涯学習課（☎983-3088）

▼介護支援サポーター
　登録者募集
　介護保険施設でボランティア活動
（話し相手、レクリエーションのお
手伝いなど）を行っていただけるサ
ポーターを募集しています。※サポ
ーター登録者は実績に応じてポイン

▼第８回
　ダンスフェスティバル
　inＹＡＷＡＴＡ
　出演者募集
　１サークルの演技時間20分以内、
１曲でも可。ダンスのジャンルは問
いません。
日　時　７月16日（日）午後６時～
場　所　文化センター大ホール
対　象　市内在住・在勤の人による
ダンスサークルまたは個人
定　員　４サークル
参加費　１人5,000円
申・問４月28日（金）までに、電話ま
たはメールで文化協会（〒614-8023
八幡名残23-１　市民交流センター
内、☎・ＦＡＸ983-9202、メール：
yawatabunka@ace.odn.ne.jp、火・
木・金の午前９時～午後４時）へ

トを獲得し、貯まったポイントを換
金できます。登録には、講習会（２
回１セット）の受講が必要です。
サポーター養成講習会
日　時　４月18日（火）・20日（木）、
各日午前９時15分～11時50分※受講
料無料。
場　所　八寿園
対　象　市内在住で65歳以上の人
（要介護認定を受けている人は除く）
定　員　10人（先着順）
申・問電話または直接窓口で社会福
祉協議会介護支援サポーター事業所
（八寿園内☎981-0098）へ

問秘書広報課（☎983‒1087）

▼【開催中】
　インスタグラム
　春の
　フォトキャンペーン

　市、観光協会、淀川三川合流
域さくらであい館で連携し、「八
幡の春」をテーマにしたフォト
キャンペーンをインスタグラム
で開催中です。
　参加方法や特典
など、詳しくは市
ホームページをご
覧ください。

３月25日（土）～
４月23日（日）
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※コロナ禍により事業やイベン
トが中止・延期となる場合があ
ります。

市政情報

講座・教室
▼手話奉仕員養成講座

日　時　５月16日～令和６年１月23
日の毎週火曜日、午後１時30分～３
時30分。全35回（８月15日、１月２
日は休み）。
場　所　市役所分庁舎２階会議室Ａ
対　象　市内在住・在勤・在学の手
話初心者の人
定　員　20人（先着順）
参加費　3,300円（テキスト代）
申・問４月28日（金）までに、郵送
もしくはＦＡＸ、メールで、①氏名
（ふりがな）・②住所・③電話番号・
④メールアドレス・⑤勤務先か学校
名（市外在住の人のみ）・⑥手話習
得やサークル加入歴の有無・⑦受講
動機・⑧手話テキスト購入の有無を
障がい福祉課（☎983-2129、ＦＡＸ
981-8080、メール：syogaifukusi@
mb.city.yawata.kyoto.jp）へ

▼オレンジカフェ
　認知症の人とそのご家族、地域住
民が集う場です。ほっとあんしんネ
ット（地域包括支援センター）の職
員が、認知症に関する悩みや介護者
の相談にも応じます。詳細は、各申
込先へお問い合わせください。
日　時　４月～令和６年３月の毎月
①第３木曜日、②第３金曜日、③・
④第４木曜日、各日午後２時～３時
30分
場　所　①文化センター喫茶室、②
地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴ、③
よりば路、④有都福祉交流センター
申込先　①ほっとあんしんネット
梨 の 里（ ☎982-0125）、 ② ほっと
あんしんネットやまばと（☎982-
8000）、③ほっとあんしんネット美杉
会（☎971-3576）、④ほっとあんし
んネット有智の郷（☎972-1000）
問高齢介護課（☎983-5471）

▼寝具乾燥・丸洗いサービス
　高齢者や障がいのある人の健康増
進と衛生保持のため、訪問による寝
具の乾燥消毒・丸洗いを行います。
対象者　①65歳以上の要支援・要介
護認定を受けており、保険給付の制
限等がない人②身体障害者手帳１
級・２級・３級、精神障害者保健福
祉手帳１級・２級、療育手帳中程度
以上、特定疾患医療受給者証のいず
れかを持っている人
※①②とも本人および家族等が寝具
の乾燥消毒や丸洗いをすることが困
難であること。
実施回数
乾燥サービス　４月・６月・10月・
令和６年２月、利用料は１組500円
（１回１組３枚まで）
丸洗いサービス　８月・12月、利用
料は１枚400円（１回２枚まで）
申・問各サービスが行われる月の
10日までに①高齢介護課（☎983-
1328）、②障がい福祉課（☎983-
2129）または社会福祉協議会（☎
983-1504、ＦＡＸ982-2340）へ

手当額（月額） （改定後） （改定前）

①児童扶養手当(※)

全部支給・支給対象児童１人 44,140円 43,070円
全部支給・支給対象児童２人 54,560円 53,240円
一部支給・支給対象児童１人 44,130円～

10,410円
43,060円～
10,160円

一部支給・支給対象児童２人 54,540円～
15,620円

53,220円～
15,250円

②特別児童扶養手当 (１級) 53,700円 52,400円
(２級) 35,760円 34,900円

③特別障害者手当 27,980円 27,300円
④障害児福祉手当 15,220円 14,850円⑤福祉手当(経過措置分)
(※)３人目以降は、１人増えるごとに全部支給は6,250円、一部支給は所得

に応じて6,240円～3,130円が加算されます。

　令和５年４月分以降の手当額が表のとおり改
定されます。※詳しくはお問い合わせください。
問①②＝家庭支援課（☎983-1112）
　③～⑤＝障がい福祉課（☎983-2129）

▼児童扶養手当・特別児童扶養手当等の支給額改定について

令和５年４月分から

▼母子家庭奨学金
　母子家庭に奨学金を支給する府の
制度です。

対　象　母子家庭の母（配偶者と死
別、離婚している人、未婚の母で現
在も婚姻していない人、配偶者に１
年以上遺棄されている人、配偶者の
生死が不明の人、配偶者が精神や身
体の障がいにより長時間働くことが
できない人、配偶者の長期拘禁によ
りその扶養が受けられない人）で高
校生以下の子どもを養育している人
申５月31日（水）までに、家庭支援
課へ申請用紙を提出（６月以降に申
請された場合は、申請月の翌月から
支給）。申請用紙は４月３日（月）
から家庭支援課で配布します。
◆申請には、ひとり親家庭福祉推進
員または民生・児童委員の証明が必
要です。昨年の受給者も改めて申請
してください。申請者本人への所得
制限はありません。
◆府が実施している他の奨学金を受
けている人は併給調整があります。
問家庭支援課（☎983-1112）

区　分 支給額(年額)

奨学金

乳幼児 11,000円
小学生 21,500円
中学生 43,000円
高校生 64,000円

高等学校入学支度金 35,000円

▼水道料金を改定しました
　水道事業の健全かつ適正な経営を
行うため、令和５年４月請求分から
水道料金を改定しました。引き続き、
安全で安心な水を安定してお届けす
るため、経費の削減と効率的な事業
運営に努めてまいりますので、ご理
解とご協力をお願いします。
問経営課（☎983-5216）

▼ひとり親家庭の
　母または父の
　資格取得を支援します
　ひとり親家庭の母または父で、就
職を目指して技能を身につけたい人
に給付金を支給します。
①自立支援教育訓練給付金
　資格取得のため、指定された教育
訓練に関する講座を受講する場合、
その経費の一部を支給（所得制限あ
り）
②高等職業訓練促進給付金・修了支
援給付金
　就職に有利な資格（看護師、介護福
祉士、保育士、理学療法士、作業療法
士等）を取得するため養成機関で修
業し、資格取得が見込まれる場合に、
一定の給付金を支給（所得制限あり）
③高等職業訓練促進資金貸付
　②高等職業訓練促進給付金を受給
し、就職に有利な資格の取得を目指
す人に対し、入学準備金および就職
準備金を貸し付けます。
④高等学校卒業程度認定試験合格支
援事業
　ひとり親家庭の親（母または父）
およびその子ども（20歳未満）で、
高等学校卒業程度認定試験（旧大学
入学資格検定）合格のための講座（通
信講座含む）を受講した場合、また、
受講後に高等学校卒業程度認定試験
に合格した場合にも経費の一部を支
給（所得制限あり）
※受講申込前に事前相談、受講開始
前に申請が必要です。詳細について
はお問い合わせください。
問家庭支援課（☎983-1112）

▼市内の文化財が新たに
　京都府暫定登録文化財と
　なりました
　令和４年３月22日に16件、令和５
年３月24日に２件の計18件の文化財
が新たに暫定登録されました。暫定
登録文化財とは、将来的に国や府の
指定・登録文化財となる可能性があ
る未指定文化財を早期に保護し、後
世へ受け継ぐために創設された府独
自の制度です。新たに登録された文
化財の一覧は市ホームページをご覧
ください。

春
日
神
社
本
殿（
令
和
３
年
度
登
録
物
件
一
例
）

神應寺文書
（令和 4年度登録物件一例）
（京都府教育委員会提供写真）

問文化財課（☎972-2580）

▼交通遺児奨学金
　京都府が支給しています。

対　象　府内に居住し、陸・海・空
の交通事故により親等を亡くした乳
幼児、小・中学生、高校生等
申５月31日（水）までに、家庭支援
課へ申請（６月以降に申請した場合
は、翌月分から支給）、民生・児童
委員および学校（園）長の証明が必
要。所得制限はありません。
※支給要件や申請方法など、詳しく
はお問い合わせください。
問家庭支援課（☎983-1112）

区　分 支給額(年額)

奨学金

乳幼児 11,000円
小学生 21,500円
中学生 43,000円
高校生 64,000円

高等学校入学支度金 35,000円



（　）広 報 や わ た 第   号お 知 ら せ令和　年（　　年）　月 16717５ 42023

▲

不用品情報
▼ゆずります
▼ひな人形▼ダブルベッド▼ビジネ
スバッグ（４種類）▼学習机（３種
類）▼大人用紙オムツ
※新規申込は終了いたしました。
※各物品の詳細はお問い合わせくだ
さい。また、市ホームページにも掲
載しています。
※価格の記載がないものは無料。市
は情報提供のみ行います。品物の受
渡し等については当事者間でお願い
します。
※掲載中の物品は取引中の場合があ
ります。電話にてご確認ください。
問生活情報センター（☎983-8400、
ＦＡＸ983-8401）

短　　信

生　　活

▲

し尿収集日程のお知らせ
問城南衛生管理組合　☎631‒5171

ＦＡＸ631‒6011 ▲

４月の図書館休館日

図書館コーナー

図書館へのお問い合わせは
◆八幡市民図書館（☎982‒7322）
◆男山市民図書館（☎982‒4123）

【児童図書】〈科学の本〉
『イチからつくるコーラ』
コーラ小林／編
農山漁村文化協会
　じつは「コーラ」
は植物の名前だった
んだ！　そしてスパ
イスや柑橘類を使っ
て手作りできるんだ
って！　小学校中学
年から。

▲

自動車文庫の巡回日程
　午後１時に大雨注意報・警報発令
時は運休。なお、注意報発令時は、
天候により巡回する場合もあります。
※新型コロナウイルスの流行状況に
よっては、急遽運行を中止または予
約貸出のみの運行となる場合があり
ます。

生活情報センターだより
「デジタル遺品」で「デジタル遺品」で
トラブルにならないためにトラブルにならないために

▲

食用廃油の回収日程表
問環境業務課　☎983‒5340

12日(水)
上奈良・下奈良・上区・中区・内里・三
区公会堂、石清水ビューハイツ、双栗・
五区集会所、川口天満宮前、市役所庁舎
東側、八幡人権・交流センター、八幡御
馬所、南山小西側、柿ケ谷集会所、福禄
谷114・166番地
14日(金)
長町北・樋ノ口集会所、長町児童公園、
長町11番地、橋本公民館、橋本栗ケ谷26
番地、ひつじ・やぎ公園、足立寺史跡公
園

※回収日の午前８時までに出してくださ
い。食用廃油用回収箱を各箇所に設置し
ていますので、食用油の元の容器または
ペットボトルに入れて出してください。
回収場所が分からない人はお問い合わせ
ください。

▲

大型ごみの持ち込み
１日５点まで（すべて有料） 

【祝日】４月はありません。
【平日】月曜日～金曜日、午前８時
30分～午後４時30分
※戸別収集は要予約。
場　所 市役所東側別館環境事務所
問環境業務課（☎983-5340）

４月の収集日　収集地域
４月４日(火)、25日(火)
橋本、八幡（高坊、平ノ山、大谷）

４月６日(木)、27日(木)
八幡（森垣内、名残、双栗）、川口（高原
を含む）、下奈良、上奈良

４月10日(月)、５月１日(月)
八幡（今田、園内、三本橋、馬場、三ノ甲、
長田、石不動、軸、岸本、東林、柿木垣
内、小松、河原崎、清水井、広門、植松、
三反長、隅田口、山下、久保田、月夜田、
土井､ 吉野､ 山路､ 源氏垣外､ 平谷)

４月11日(火)､ ５月２日(火)
内里（荒場、河原、女谷、西山川、砂畠除く）

４月13日(木)、５月９日(火)
内里（荒場、河原、女谷、西山川、砂畠）、
戸津、美濃山、八幡（山田、一ノ坪、福
禄谷、南山、水珀）

４月17日(月)、５月11日(木)
野尻、岩田、上津屋

４月20日(木)
八幡（林ノ元、池ノ首、カイトリ、焼木、
在応寺、長町、科手）

※赤字の地域は２月から収集ブロックを
変更しています。

八幡市民図書館
７日（金）、14日（金）、21日（金）、
27日（木）、28日（金）
男山市民図書館
３日（月）、10日（月）、17日（月）、
24日（月）、27日（木）

　スマホの中にある写真、家族や
友人とのメッセージのやりとり、
電子マネーや金融機関情報、自動
引き落としの有料アプリなど、そ
れらデジタルの持ち物は、持ち主
が亡くなるとデジタル遺品とな
り、他者からは見えにくく、遺族
が困る事態も発生しています。
【事例１】亡父が契約していた通
販サイトの有料会員を解約したい
が、ＩＤやパスワードが分からず、
手続きできない。（50歳代・女性）
【事例２】亡夫が利用していた決
済アプリの残高が10万円あること
が分かったが、スマホのロックが
解除できず詳細がわからない。（60
歳代・女性）
【アドバイス】デジタルの持ち物
をリストにして死後に見つかるよ

うにしておくのが一番ですが、時
間がかかる場合は、最低限、家族
などがスマホやパソコンを調べら
れるように備えておきましょう。
例えば、名刺大の紙にスマホ等の
特徴とパスワードを記入し、年金
手帳などと一緒に保管しておきま
す。パスワード部分に修正テープ
を重ね塗りしておけば盗み見を防
ぐことができ、もしものときには
見つけてもらえるでしょう。スマ
ホ等を開けて利用している金融機
関やサービスが分かれば、問い合
わせて対応していくことができま
す。最低限の対策を講じた後、デ
ジタルの持ち物の整理、リストア
ップを進めましょう。
問生活情報センター（☎983-
8400、ＦＡＸ983-8401）

【成人図書】
真珠とダイヤモンド　上・下
 桐野　夏生
名探偵のままでいて
 小西　マサテル
木挽町のあだ討ち 永井　紗耶子
蝙蝠か燕か 西村　賢太
聖女に嘘は通じない 日向　夏
まだ出会っていないあなたへ
 柾木　政宗
不思議カフェＮＥＫＯＭＩＭＩ
 村山　早紀

30分間停車します
４月４日（火）、25日（火）
南ケ丘保育園 14:10～
美濃山御幸（みゆき南公園） 14:50～
ファインガーデンスクエア
（ウエストエントランス） 15:30～
男山笹谷（Ｄ19棟南側） 16:30～
４月５日（水）、26日（水）
橋本塩釡（島岡歯科医院前） 13:40～
南ケ丘児童センター 14:20～
八幡山田（しののめ公園） 15:00～
美濃山幸水（幸水集会所） 15:40～
子ども・子育て支援センター
（すくすくの杜） 16:20～
４月11日（火）
岩田松原（魚清前） 13:10～
ケアハウスポポロ21 14:00～
八幡長町・南（児童遊園） 14:50～
八幡樋ノ口（今井氏宅前） 15:30～
４月12日（水）
下奈良今里（有都交流センター）14:10～
川口（まつむし児童公園） 14:50～
有都小学校 15:30～
美濃山小学校 16:20～
４月18日（火）
内里（有都福祉交流センター） 14:00～
上津屋里垣内（四季彩館） 14:40～
八幡長町・北（７組ロータリー） 15:30～
橋本栗ケ谷
（メロディハイム希望ヶ丘前） 16:20～
４月19日（水）
男山石城(地域包括ケア複合施
設ＹＭＢＴ) 13:20～
岩田岩ノ前（石田神社御旅所） 14:10～
橋本あらかし公園（西入口） 15:00～
西山足立（橋本児童センター） 15:40～
橋本西山本（橋本橋東側） 16:20～

▼新たな住宅の省エネ化
　支援制度
　環境省、経済産業省、国土交通省
は、窓の断熱改修や高効率給湯器の
設置、エコ住宅設備（高断熱浴槽
等）の設置など、住宅の省エネ化に
関する３種類の補助制度を創設しま
した。詳細は右記Ｑ
Ｒコードからキャン
ペーンのホームペー
ジをご覧ください。
問住宅省エネ2023キャンペーン補助
事業合同お問い合わせ窓口(☎0570-
200-594)

▼第４回
　さくらさざなみ市開催
手作りもの・旨いもの販売

　ストリートライブ
出演希望者・手作り
市の出店希望者を募
集。詳細は右記ＱＲ
コードからフェイスブックをご覧く
ださい。
日　時　４月１日（土）・２日（日）、
午前９時～午後４時※出演料無料。
場　所　さざなみ公園
申・問やわた萌える会（〒614-8038
八幡園内31- ４、☎090-3162-8560、
ＦＡＸ981-0570、メール：yawata.
moeru.kai@gmail.com）へ

▼ 2023
　やわた女性セミナーへの
　お誘い
日　時　４月14日（金）～令和６年
３月８日（金）、午後１時30分～３時。
全11回
場　所　男山公民館等
定　員　40人
内　容　講座「『浦島』を読む」ほか、
日帰りバス研修等
参加費　5,000円（全11回）、各回申
し込み800円、研修費等は別途徴収
申・問直接会場で受付またはやわた
女性セミナー実行委員＝石原（☎・
ＦＡＸ982-0504）※電話は午後６
時以降、メール：jyishihara@gam
ma.ocn.ne.jp）へ

▼老人クラブ入会のお誘い
　市内在住の60歳以上の人が健康で
楽しく過ごせるよう、八寿園を拠点
にさまざまな活動を実施しています。
活動内容　演芸大会、各種スポーツ、
研修会、旅行、社会奉仕活動等
申・問地域のクラブ会長にお問い合
わせいただくか、老人クラブ連合会
事務局（☎983-3868）へ

▼オンライン里親相談会
　府が実施する里親募集に関する相
談。相談時間は１回30分程度。
日　時　毎月第３金曜日、午後１時
～４時※参加費無料。
内　容　Ｚｏｏｍによるオンライン
相談
申・問各回１週間前までに、メール
で、①希望日時・②名前・③住所・
④電話番号を京都府家庭支援総合セ
ンター（☎531-9650、メール：ksc-
soudan@pref.kyoto.lg.jp）へ

▼手話で楽しむ
　絵本読み聞かせ
　手話がわからない人も、赤ちゃん
から大人まで、どなたでも参加でき
ます。事前申し込み不要です。
日　時　４月16日（日）午後２時～
２時30分※参加費無料。
場　所　男山市民図書館
問障がい福祉課（☎983-2129）

▼さくらであい館イベント
①春のノルディックウォーキング体
験会
　背割堤地区で運動した後、本格的
な体組成計による測定とアドバイス
を行います。
日　時　５月20日（土）午前10時～
午後０時30分
対　象　小学生以上（小学生は保護
者の同伴要）
定　員　10人（先着順）
参加費　100円
②補助輪なしにのろう！こども自転
車教室
日　時　５月27日（土）午前９時30
分～、全５回。※参加費無料。
対　象　３歳以上、身長120㎝未満の
お子さん
定　員　各回４人（抽選）
場　所　淀川河川公園背割堤地区
申４月12日（水）午前10時から、淀川
河川公園ホームページより申し込み
問 ①淀川河川公園さくらであい館
（☎633-5120）、②淀川河川公園守
口サービスセンター（☎06-6994-
0006）

NEW
BOOK 新着図書紹介 ▶ 
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困ったときは
ご相談ください

※日時や会場が変更される場合が
あります。詳細は担当課へお問い
合わせください。
※コロナ禍により延期または中止
となる場合があります。

【電話予約制、先着８人】
相続・離婚・金銭問題・借地・借家・
近隣トラブル・交通事故等の法律相
談に弁護士が応じます。時間はいず
れも午後１時15分～４時です。１人
20分。

※予約は、午前９時から電話で生活
情報センター（☎983-8400）へ。利
用される人は前回の利用から少なく
とも２カ月の間隔を空けてください。

弁護士相談弁護士相談

相談日 場　所 予　約
開始日

４月４日
(火)

文化センター
２階会議室１

３月28日
(火) ～

４月11日
(火)

文化センター
２階会議室１

４月４日
(火)～

４月18日
(火) 生活情報センター ４月11日

(火) ～

５月２日
(火)

文化センター
２階会議室１

４月25日
(火) ～

【電話予約制、先着５人】
土地建物、登記、契約、相続、消費
者金融問題等の法律相談に応じま
す。時間は午後１時30分～４時です
（相談時間は１人30分）。▲

４月27日（木）生活情報センター※
予約は20日（木）午前９時から電話で
生活情報センター（☎983-8400）へ。
利用される人は前回の利用から、少
なくとも２カ月の間隔を空けてくだ
さい。

司法書士相談司法書士相談

一般相続、遺言、官公署への許認可、
各種契約書等の書類作成や成年後見
制度に関する相談に行政書士が応じ
ます。時間は午後１時30分～４時で
す。お問い合わせは市民協働推進課
（☎983-5749）へ。※予約不要。▲

４月６日（木）文化センター２階
会議室１

行政書士相談行政書士相談

国や府、市などの行政に関する苦情
や意見・要望を受け付けます。時間
は午後１時30分～４時です。お問
い合わせは市民協働推進課（☎983-
5749）へ。※予約不要。▲

４月21日（金）文化センター２階
会議室１

行政相談行政相談

人権に関わる相談やいろいろな悩み
に人権擁護委員が応じます。時間は
午後１時～４時です。▲

４月10日（月）

▲

24日（月）八幡人
権・交流センター（人権政策課）

▲

18
日（火）生涯学習センター※電話相
談も受け付けます。（☎981-3127）

人権相談人権相談

恋人や親しいパートナーからの暴
力、ストーカー、セクハラなどの女
性問題について相談に応じます。場
所は八幡人権・交流センターです。
【専門相談】（要予約、先着３人）▲

４月13日（木）

▲

27日（木）午後
１時30分～４時30分、詳しくは同セ
ンター（☎983-1784）へ。
【一般相談】月曜～金曜日（祝日、
年末年始除く）午前10時～正午・午
後１時～５時※受け付けは当日の午
後４時まで。

女性相談女性相談

高齢者の介護やひとり暮らし高齢者
の相談と情報を提供します。
地域包括支援センター（月曜～土曜
日＜祝日除く＞午前９時～午後５時）
やまばと（☎982-8000）、梨の里（☎
982-0125）、美杉会（☎971-3576）、
有智の郷（☎972-1000）
※在宅介護支援センター京都八勝館
（☎982-3883）、京都ひまわり園（☎
983-8111）でも相談できます（日時
は地域包括支援センターと同じ）。
※問い合わせ先が分からない場合は
高齢介護課（☎983-5471）へ。

介護相談介護相談

【電話予約制】
完全予約制。年金相談を希望される
人は、事前に下記へ予約してくださ
い。先着順。▲

４月21日（金）午前10時～午後３
時、文化センター３階講習室１
予約先　京都南年金事務所お客様相
談室（☎643-2620）

年金相談年金相談

経済的にお困りの人やご家族からの
生活、仕事などの相談に専門の相談
員が応じます。月曜～金曜日（祝日
除く）午前８時30分～午後５時15分、
生活支援課（☎983-1138）

くらしと仕事の相談くらしと仕事の相談

消費生活全般に関わる相談に公的資
格を持つ専門相談員が応じます。
月曜～金曜日（祝日除く）午前９時
～正午・午後１時～４時30分、生活
情報センター（☎983-8400）

消費生活相談消費生活相談

月曜～金曜日　午前８時30分～午後
５時15分（緊急時は土日祝日、夜間
の対応をします）、家庭支援課（☎
983-3148）
※府宇治児童相談所京田辺支所（☎
0774-68-5520）でも対応します。

児童虐待の通告について児童虐待の通告について

子どものことで心配なことがあれば
一緒に考え、助言をします。
月曜～金曜日（祝日除く）午前８時
30分～午後５時15分、家庭支援課（☎
983-3148）

家庭児童相談室家庭児童相談室

母子・父子家庭の相談に応じます。
月曜～金曜日（祝日除く）
午前９時～正午・午後１時～５時、
家庭支援課（☎983-1112）

母子父子家庭相談母子父子家庭相談

福祉に関する相談に応じます。まず
は、お電話ください。ふれあい福祉
センター（☎983-2000）
【常設相談】月曜～金曜日　午前９
時～午後５時　社会福祉協議会（時
間外の夜間・休日は留守番電話また
はＦＡＸで受け付けます）
【出張相談】火曜、木曜、金曜日（祝
日除く）午前10時～正午、八寿園

ふれあい福祉相談ふれあい福祉相談

ひきこもりで悩んでおられる人やご
家族からの相談に応じ、必要とする
支援を紹介します。専門の支援員が
ご自宅などに訪問することもできま
す。月曜～金曜日（祝日除く）午前
８時30分～午後５時15分、生活支援
課（☎983-1138）

ひきこもり相談窓口ひきこもり相談窓口

障がいのある人やその家族からの相
談に応じます。時間は午後１時30分
～３時30分。お問い合わせは障がい
福祉課（☎983-2129）へ。▲

４月13日（木）八幡市役所。対象
は知的障がい者・肢体障がい者

障がい者（児）相談障がい者（児）相談

国民年金からのお知らせ

問京都南年金事務所（☎644‒1165）、国保医療課国保年金係（☎983‒2594）

　日本国内に住んでいる20歳以上
60歳未満のすべての人は、国民年
金に加入して保険料を納めること
になります。
●自営業者、学生、フリーターの
人などが20歳になったときは、日
本年金機構より基礎年金番号通知
書と納付書が送付されますので、
しばらくお待ちください。ご自身
で加入の手続きをしていただく必
要はありません。
●会社員や公務員など（第２号被
保険者）に扶養されている配偶者
が20歳になったときは、第２号被
保険者の勤務先を経由して、加入
（第３号被保険者）の手続きをす
ることになります。
●第２号被保険者が20歳になった
ときは、加入の手続きは必要あり
ません。

　学生納付特例制度は、保険料の
納付が困難な学生が申請により納
付を猶予される制度です。
　この制度を利用することで、将
来の年金受給権の確保だけでな
く、万一の事故などによって障が
いを負ったときの障害基礎年金の
受給資格を確保することができま
す。
※ 学生納付特例の承認を受けた
期間がある場合は、保険料を全額
納付した場合と比べ、将来受け取
る老齢基礎年金額が 少なくなり
ますが、承認を受けてから10年以
内に保険料を納付（追納）するこ
とで 満額受け取れるようになり
ます。
　ただし、承認を受けた期間の翌

年度から数えて３年度目以降に追
納する場合は、当時の保険料額に
一定額が加算されます。

【対象・申請方法】

　対象となるのは、大学、大学院、
短大、高等学校、専修学校のほか、
各種学校（１年以上の修学課程に
限る）に在学する学生で、前年の
所得が基準以下の人または失業な
どの理由がある人です。
　学生納付特例の申請は、毎年度
手続きが必要です。学生証・基礎
年金番号通知書（令和４年３月以
前に20歳になった人は年金手帳）
を持参し、市役所で手続きをして
ください（学生証で在学期間が確
認できない場合は、在学証明書が
必要です）。
（※）令和５年度一般免除申請（学
生以外の人が対象）の受付は、７
月からです。

20歳になったら国民年金 令和５年度
学生納付特例申請の
受付を開始します

【予約制】予約は商工観光課（☎
983-2853）まで
専門相談員が求職者等の就職を支援
します。時間は午前10時～午後２時。
※事前予約制です。京都ジョブパー
ク（☎682-8915）、サポステ京都南（☎
0774-54-5380）

▲

４月20日（木）市
役所４階会議室３、４

京都ジョブパーク個別就職相談会京都ジョブパーク個別就職相談会
サポステ京都南若者個別就労相サポステ京都南若者個別就労相談談

国民年金保険料が
スマートフォンアプリで
納付できるように
なりました
　令和５年２月20日から現金、口
座振替、クレジットカード、Ｐａ
ｙ－ｅａｓｙによる納付に加え、

新たにスマートフォンアプリを使
用した電子（キャッシュレス）決
済での納付ができるようになりま
した。
　電子決済には、日本年金機構が
作成した納付書が必要です。納付
書に記載されているバーコードを
スマートフォンで読み取り、支払

いをしてください。

●利用可能
　決済アプリ
・ａｕ　ＰＡＹ
・ｄ払い
・ＰａｙＢ
・ＰａｙＰａｙ

利用可能決済
アプリの詳細
はこちらから



（　）広 報 や わ た 第   号お 知 ら せ令和　年（　　年）　月 18717５ 42023
八幡市協力医療機関

医療機関名 住　所 電話番号 予約
あさか内科医院 男山泉 468-3712 要
市岡整形外科クリニック 男山泉 874-7617 要
いばら木整形外科医院 八幡三本橋 983-5656 不要
入江医院 男山長沢 983-1718 要
大塚産婦人科医院 男山長沢 982-1866 要
大森医院 橋本栗ケ谷 971-0033 不要
小川医院 男山泉 963-5790 要
長村内科医院 内里内 981-1023 要
男山病院 男山泉 983-0001 要
かたやまクリニック 欽明台中央 982-8181 要
京都八幡病院 川口別所 971-2001 要
工藤内科クリニック 橋本東原 982-0151 要
小糸医院 男山金振 983-5110 不要
下野医院 八幡平谷 981-0030 要
すぎたに内科クリニック 八幡中ノ山 971-7878 要
たまがきあやこキッズクリニック 欽明台中央 205-1646 要
となみクリニック 八幡樋ノ口 633-5565 要
なかじま整形外科・リウマチクリニック 欽明台中央 971-0012 要
中村診療所 八幡山柴 981-0510 要
にのゆ耳鼻咽喉科医院 八幡三本橋 981-8878 要
みぎはし医院 男山竹園 981-0282 不要
みのやま病院 欽明台北 983-1201 要
みよし内科・消化器科 八幡柿ケ谷 981-6860 要
むらたファミリークリニック 男山石城 925-6030 要
もりおか耳鼻咽喉科 男山金振 972-5733 要
やすだこどもクリニック 欽明台西 971-1102 要
山下医院 橋本向山 982-2310 不要
八幡中央病院 八幡五反田 983-0119 不要

▲

マタニティスクール

　これからお父さん、お母さんにな
る人が対象。（先着15組）
「出産の準備と育児＆妊娠中の食事
＆絵本のお話」
日　時　４月22日（土）午前９時30
分～11時30分
場　所　母子健康セ
ンター２階
申・問右記のＱＲコ
ードまたは電話で家
庭支援課（☎983-1115）へ

問保健予防係（☎983‒1117）

がん検診等の申し込みが５月からはじまります！
　下記の検診が、同時に複数申し込みできます。費用はすべて無料！
検診名　肺がん・結核検診、胃がん検診、乳がん検診、子宮頸がん検診
申込方法　広報やわた５月号に折り込みの「けん
しんのお知らせ」に添付されるけんしん申込ハガ
キまたは健康推進課窓口でお申し込みください
（電話での申し込みはできません）。
申込期限　６月30日（金）まで
※詳細は５月号でお知らせします。

年　齢 生年月日

65歳 昭和33年４月２日～
 昭和34年４月１日

70歳 昭和28年４月２日～
 昭和29年４月１日

75歳 昭和23年４月２日～
 昭和24年４月１日

80歳 昭和18年４月２日～
 昭和19年４月１日

85歳 昭和13年４月２日～
 昭和14年４月１日

90歳 昭和８年４月２日～
 昭和９年４月１日

95歳 昭和３年４月２日～
 昭和４年４月１日

100歳 大正12年４月２日～
 大正13年４月１日

▼高齢者肺炎球菌ワクチン
　定期接種
　65歳以上の定期予防接種対象者に
は４月４日(火)までに個人通知書の
発送を予定しています。
接種期間　４月３日(月) ～令和６
年３月30日(土)
対　象
①令和５年度に次の年齢になる人

②60歳以上65歳未満(接種日当日)
で、身体障がい1級と認定されてい
る心臓・腎臓・呼吸器機能障がいの
ある人、およびヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能に日常生活がほと
んど不可能な程度の障がいがある人
※既に肺炎球菌ワクチン(ニューモ
バックス)を接種した人は除きます。
費　用　2,500円（市民税非課税世
帯・生活保護世帯の人は、接種前に
健康推進課で免除申請すると無料に
なります。申請は令和６年３月22日
〈金〉まで）
申込方法　課税世帯(2,500円負担)
の人は直接、右表「八幡市協力医療
機関」へお問い合わせください。
※免除申請される人および右表「八
幡市協力医療機関」以外の医療機関
で接種される人は、接種前に健康推
進課までお申込みください。
持ち物　健康保険証や各種受給者証
など本人確認できるもの、個人通知
書、対象②の人は身体障害者手帳
高齢者肺炎球菌任意接種費用の一部
助成
　４月３日（月）～令和６年３月30
日(土)に任意で接種される費用の一
部を助成します。※既に定期接種・
助成を受けた人は除きます。
問健康推進課（☎983-1117）

＜寄附＞　２月20日、あいおいニ
ッセイ同和 損害保険株式会社Ｍ
Ｓ＆ＡＤゆにぞんスマイルクラブ

さまから、交通安全対策に役立て
てほしいと、200,000円。２月22日、
匿名希望者から、「ふるさと応援

寄附金」として100,000円。
＜寄贈＞　２月１日、「小さな親
切」運動京都府本部さまから、車

いすを１台。
　市に＜寄附・寄贈＞をいただき
まして、ありがとうございました。

▲

元気アップ体操教室

　音楽体操、筋トレ、ストレッチ、
体の動きをよくする体操など、動い
て笑って、体と頭と心を元気にする
運動教室です。
参加費　１回500円（初回は参加費
無料。お得なパスポートもあります）
申初回参加時は、下記問い合わせ先
まで電話でお申し込みください。
問特定非営利活動法人　元気アッ
プＡＧＥプロジェクト(☎080-4242-
4734)

場所・日時

①
二区公会堂
４月３日、17日、24日。各日月
曜日。午後２時30分～４時

②

地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴ
４月３日、10日、17日、24日。
各日月曜日。午前10時～11時30
分
４月11日、18日、25日。各日火
曜日。午後２時～３時30分

※よりば路でも実施しております
が、定員に達しましたので、現在
募集を停止しております。
※ほか、市内各所で実施しており
ますので、お問い合わせください。

場　所 日　時 定　員
よりば路
（京都八勝館横）

５月９日～毎月第２火曜日、午後２時～３
時30分 12人

八寿園 ５月10日～指定の水曜日、Ａ：午前10時～
11時30分、Ｂ：午後１時30分～３時 各15人

福祉会館 ５月11日～指定の木曜日、午後１時30分～
３時 20人

生涯学習センター ５月16日～指定の火曜日、午前10時～11時
30分 15人

有都福祉交流センター ５月18日～毎月第３木曜日、午前10時～11時30分 12人

▲

はつらつ健康教室

　軽い運動や脳のトレーニ
ング、季節の行事などのレ
クリエーションに楽しく取
り組み、閉じこもり予防と
健康増進をはかります。い
つまでも元気で過ごせるよ
うに、教室に参加してみませんか。
対　象　市内在住の65歳以上の人
（デイサービスやデイケアなど、介
護保険の通所系サービスの利用者は
除く）
参加費　初回のみ保険代100円（内
容により実費負担あり）
申・問４月21日（金）必着で、申請

書に必要事項を記入し、直接窓口ま
たは郵送、ＦＡＸで健康推進課（☎
983-1116、ＦＡＸ972-2520、〒614-
8501健康推進課）へ（申請書は健康
推進課、教室会場に設置しているほ
か、市ホームページからダウンロー
ドできます）※定員超過の場合は抽
選。電話での申込不可。

▼令和５年４月以降の
　新型コロナワクチン接種に
　ついて
　５月８日から、65歳以上の人、基
礎疾患のある人で、オミクロン株対
応２価ワクチンを接種済みの人も、
追加接種が受けられます。
　接種券は、前回接種から３カ月が
経過した人から順次送付予定です。
なお、前回の接種券（令和４年秋）
を使わずにお持ちの人には、接種券
の送付をいたしません。お持ちの接
種券を使用してください。
■12歳以上の２価ワクチン追加接種
（３～５回目）
　12歳以上の２価ワクチン追加接種
（３～５回目）は５月７日まで受け
られますが、１人１回までの接種と
なります。
■小児（５歳～11歳）の２価ワクチ
ン追加接種
　３月から、小児用
コロナワクチン追加
接種が２価ワクチン
になり、接種間隔も
３カ月に短縮。３回目に従来株で接
種した人も２価ワクチンの追加接種

が可能です。接種希望者は、接種券
の発行申請をしてください。
※初回接種（１・２回目）は小児用
の従来株ワクチンを使用します。
■乳幼児（６カ月～４歳）へのワク
チン接種
　初回接種として３
回の接種が必要とな
ります。接種希望者
は、接種券の発行申
請をしてください。
※接種ワクチンは１価の従来株ワク
チンとなります。
問健康推進課（☎983-1116）



広 報 や わ た 令和　年（　　年）　月（　） 第   号 お 知 ら せ ５ 4202319 717

【集団予防接種】
ＢＣＧ予防接種
　母子健康センターでのＢＣＧ予防接種は予約制で実施します。対象者には個別に案内を送付しま
す。また、当面の間、市内一部の医療機関での個別接種も選択できます。個別接種を希望される人は、
事前に必ず家庭支援課までご連絡ください。
日時・場所　４月７日（金）午後１時10分～２時10分・母子健康センター（予約制）
対　象　令和４年10月生
※中止・延期となる場合は、個別連絡や市ホームページ等でお知らせします。
次回の日程は、５月10日（水）です。
【個別予防接種】
対象者には個別通知を行っています。送付された予診票と親子（母子）健康手帳、健康保険証など、住所が確認できるものを必
ず持参して、予診票裏面の指定医療機関にて対象年齢内に接種を受けてください。

※①特例対象者について、平成15年４月２日～平成19年４月１日生で20歳未満の人は第１期・第２期の接種不足回数分の接種を
受けることができます。
※②令和５年４月１日より９価のＨＰＶワクチン（シルガード９）を公費で接種できるようになります。ワクチンは３種類（サ
ーバリックス、ガーダシル、シルガード９）あり、接種間隔がそれぞれ異なります。対象者には個別に案内を送付します。
※③積極的な勧奨を差し控えている間に定期接種の対象であった人については、接種機会の提供（キャッチアップ接種）があり
ます。対象者には個別通知を行っています。
対象者　平成９年４月２日～平成19年４月１日生の女子で未接種の人
対象期間　令和７年３月末まで
【注意事項】
◆接種の際は、親子（母子）健康手帳・予診票が必ず必要です。（個別接種の場合は、健康保険証などの住所が確認できるものも必要）
◆親子（母子）健康手帳・予診票を忘れた場合、接種を受けることができませんのでご注意ください。
◆通知が届かない人や転入された人、予診票を紛失された人は家庭支援課まで申し込みください。(電話申込可)
◆市外での接種を希望する人は、２週間前までに家庭支援課へご連絡ください。
◆特別な事情等により、対象年齢内に接種できなかった場合には、家庭支援課へご相談ください。

ヒブ・小児用肺炎球菌、Ｂ型肝炎、四種混合(ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ)、麻しん風しん混合(ＭＲ)、水痘、
二種混合(ジフテリア・破傷風)、日本脳炎(※①)、ＨＰＶ（子宮頸がん予防）ワクチン（※②・③）、ロタ

救急の電話相談窓口
☎#7119または☎0570-00-7119
急な病気やケガで迷ったら、お電話くだ
さい。看護師等が相談に応じます。
開設時間　24時間365日
対　　象　全年齢

小児救急医療電話相談
☎#8000または☎661-5596

　小児科担当看護師や小児科医師が、休日、
夜間の電話相談に応じます。
相談時間　午後７時～翌朝８時
※土曜日は午後３時～翌朝８時

小児救急医療
次の医療機関では、休日・夜間に小児専
門医が当直し、小児救急患者を診察します。
●男山病院(☎983-0001）
　毎週金曜日(祝日は除く）
　午後６時～翌朝８時
●宇治徳洲会病院(☎0774-20-1111）
24時間365日
●京都田辺中央病院(☎0774-63-1111）
24時間365日

休日応急診療所

診 療 日　日曜日・祝日・年末年始
場　　所　八幡園内73-3(市役所北側）
診療科目　内科・小児科
受付時間　午前11時30分～午後５時30分
診療時間　正午～
新型コロナウイルス感染症予防の観点か
ら、待合室での混雑を防ぐため、季節性イ
ンフルエンザ・新型コロナウイルス感染症
などの検査は行いませんので、ご注意くだ
さい。※完全予約制。必ず事前にご連絡を
お願いします。

☎983-3001(事前予約制）

◎乳幼児健診や予防接種を受け
る前に、あらかじめ質問票や予
診票を記入してから会場までお
越しください。
◎予防接種を受ける前に、冊子
「予防接種と子どもの健康」を
よくお読みください。
◎親子（母子）健康手帳を忘れ
ずに持参ください。

４月の乳幼児健康診査・すこやか子ども相談のご案内 問家庭支援課(☎983‒1115）

▲

４月の各種健康相談
▽窓口健康相談
18日(火)母子健康センター(要予約)
・40歳以上が対象。保健師が健康
に関する相談に応じます。
▽高齢者健康相談
20日(木)南ケ丘老人の家
27日(木)八寿園(要予約)
・65歳以上が対象。血圧測定と検
尿の後、保健師が健康相談に応
じます。
・上記の施設以外でも、日時・場
所などご希望がある場合はご連
絡ください。
※時間は午前９時30分～11時（た
だし、八寿園は10時30分まで）。
※要予約の会場での健康相談は事
前に健康推進課（☎983-1117）へ
予約を。

定期予防接種のお知らせ 問家庭支援課(☎983‒1115）

事業名 会　場 日　程 受付時間 対　象 ５月の日程

４カ月児健康診査 母子健康センター 17日(月) 午後１時～２時 令和４年12月１日～
12月20日生

９日(火)
31日(水)

10カ月児健康相談 母子健康センター 20日(木) 午前９時30分～10時30分 令和４年５月生 22日(月)

１歳８カ月児
健康診査 母子健康センター 12日(水) 午後１時～２時 令和３年７月16日～

８月16日生 16日(火)

３歳児健康診査 母子健康センター
18日(火)

午後１時～２時 令和元年10月生 17日(水)19日(水)

すこやか子ども相談

子ども・子育て支
援センター (すく
すくの杜)▲

０歳から就学前までの乳幼
児で希望があれば、お電話
で予約の上、母子健康手帳
を持って会場へお越しくだ
さい。

８日(月)
※午前開催

母子健康センター 11日(火) 午前９時30分～10時30分
18日(木)
※午後開催

▲子ども・子育て支援センター（すくすくの杜）は、南玄関が出入り口となります。
※中止・延期となる場合は、個別連絡、市ホームページなどでお知らせします。
※各健診の対象者には通知しています。（予約制）
【持ち物】親子（母子）健康手帳、バスタオル、体調確認票、質問用紙
【健診内容】身体計測、内科診察（健診のみ）、育児相談、発達確認、栄養相談をします。
◎10カ月児健康相談は当日、子ども用の歯ブラシをプレゼントします。
◎１歳８カ月児健康診査、３歳児健康診査は歯科検診があります。
◎３歳児健康診査は視力検査と尿検査があります。尿検査は、健診当日の朝の尿を容器にとってお持ちください。
【すこやか子ども相談内容】身体計測、育児相談、栄養相談をします。身体計測については、２歳までのお子さんが対象となります。

▼抗体を失った子どもの
　予防接種費用を助成
　市では、骨髄移植などの医療行為
により、過去に接種した定期予防接
種の抗体を失った子どもが再度予防
接種を受ける場合に要する費用を助
成します。費用の助成を受ける場
合、必ず接種前に市に申請してくだ
さい。手続き方法は、お問い合わせ
ください。
対　象
①接種日において市に住所を有する
20歳未満の人
②骨髄移植などの医療行為により、
過去に接種した定期予防接種の抗体
を失ったため、再接種の必要がある
と医師に判断されている人
問家庭支援課（☎983-1115）問健康増進係（☎983‒1116）

やわた未来いきいき健幸プロジェクト

　令和４年度は4,000人近くの人にご参加いただき、
健康づくりに取り組んでいただきました！
　参加者の１日あたりの歩数は、事業開始当初と比
較し、大きく増加し、「コロナ禍で運動不足を感じ
る中、この事業に参加して歩くようになり良かった」
などの声をいただいています。
　令和５年度には、令和４年度に参加していた人に
加えて、新しく1,300人の参加者を募集する予定です。
　新規参加者の募集は７月を予定しています。広報
やわたなどでお知らせしますので、興味がある人は
ぜひご参加ください！
　なお、令和４年度にご参加いただいていた人は、
手続きなしで継続してご参加いただけます。

ご参加ありがとうございました！
新
規
募
集
は

７
月
か
ら
！

け
ん
こ
う
大
使

や
わ
た
ん
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今月今月ののこの人この人

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
躍
や

ま
ち
の
話
題
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
話
題
や
、広
報
紙
に
つ
い
て
の
意
見
を
、

秘
書
広
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ツバキに夢心地

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
ツ
バ
キ
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
昨
年
に

続
き
、
同
庭
園
が
企
画
さ
れ
ま
し

た
。

　

庭
園
入
り
口
で
は
、
竹
に
ツ
バ

キ
を
あ
し
ら
っ
た
作
品
が
来
園
者

を
お
出
迎
え
。
庭
園
内
の
至
る
と

こ
ろ
に
ツ
バ
キ
が
飾
ら
れ
、
来
園

者
は
気
に
入
っ
た
ツ
バ
キ
を
写
真

に
収
め
な
が
ら
、
散
策
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
に
は
、
八
幡
市

出
身
の
木
器
作
家
・
前
田
昌
輝
さ

ん
の
作
品
を
茶
室
に
飾
っ
た
「
木

の
器
展
」や
、市
文
化
協
会
に
よ
る

作
品
展
「
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
と
切

り
絵
展
（
早
春
の
響
）」
が
開
か

れ
る
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
開
か

れ
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
松
花
堂
庭
園
に
訪
れ
た

中
村
郁
子
さ
ん
は
「
す
て
き
な
庭

園
内
に
い
ろ
ん
な
種
類
の
ツ
バ
キ

が
あ
っ
て
楽
し
め
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ツバキを楽しみながら庭園内を散策する来園者

　「海の生き物が好きなの
で、理想の水族館を描いた
絵で賞がとれてうれしい」
と喜びを話すのは、橋本小
学校２年生の迫縁くん。
　迫くんは昨年、市が「わ
くわく」をテーマに募集し
た「市制施行45周年松花
堂昭乗イラストコンテス

ト」に応募。休日に家族で
大好きな水族館に行き、シ
ャチやカメを見てわくわく
した体験を作品に表し、見
事小学生の部で最優秀賞を
受賞しました。
　作品は、海の色彩にこだ
わりがあり、迫くんと妹が
洞窟の中で、大きなシャチ

　
「
市
制
施
行
45
周
年
松
花
堂
昭
乗
イ
ラ

ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
小
学
生
の
部
最

優
秀
賞
を
受
賞
。
橋
本
小
学
校
２
年
生
。

迫さ
こ

縁え
に
し

く
ん

「ソラのすいぞくかん」最優秀賞
市制施行45周年松花堂昭乗イラストコンテスト 小学生の部

床に落ちた水筒を拾って運ぶ介助犬

　

手
足
が
不
自
由
な
人
の
生
活
を

支
援
す
る
介
助
犬
に
つ
い
て
知
る

学
習
が
３
月
２
日
、
有
都
小
学
校

で
行
わ
れ
、
３
、
４
年
生
計
30
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
、
介
助
犬
に
よ
る
仕

事
の
実
演
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
そ
の
役
割
や
接
し
方
の

注
意
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
サ
ポ
ー
ト
ド
ッ
グ

協
会
と
介
助
犬
使
用
者
の
協
力
を

得
て
実
施
。

　

こ
の
日
は
、
レ
ト
リ
バ
ー
と
い

う
犬
種
の
２
匹
が
介
助
犬
の
仕
事

を
実
演
。子
ど
も
た
ち
は
、落
と
し

物
を
拾
う
、
鳴
っ
て
い
る
携
帯
電

話
を
持
っ
て
く
る
な
ど
の
ほ
か
、

使
用
者
の
足
を
か
ま
な
い
よ
う
丁

寧
に
靴
下
を
脱
が
せ
る
様
子
な
ど

を
見
て
、「
賢
い
ね
」
と
顔
を
見
合

わ
せ
て
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
で
介
助
犬
に
出
会

っ
て
も
、
使
用
者
に
許
可
な
く
声

を
か
け
た
り
触
っ
た
り
し
な
い
こ

と
や
、
体
が
不
自
由
で
困
っ
て
い

る
人
に
思
い
や
り
を
も
っ
て
接
す

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
学

び
ま
し
た
。

　

佐
野
皐
太
く
ん（
10
）は
「
介
助

犬
は
、
落
ち
着
い
て
人
の
言
う
こ

と
を
聞
い
て
い
て
す
ご
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

介
助
犬
実
演「
賢
い
ね
」

　

３
月
11
日
、
さ
く
ら
で
あ
い

館
で
開
館
６
周
年
特
別
企
画

「
デ
ジ
タ
ル
地
球
儀
で
地
球
を

探
ろ
う
」
が
開
催
。
地
球
を
球

体
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
立
体
的
に

投
影
す
る
デ
ジ
タ
ル
地
球
儀
を

使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
約
１
１
５

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

企
画
は
、
淀
川
河
川
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ダ

ジ
ッ
ク
・
ア
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
京
阪
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
㈱
の
共
催
。
地
球
科
学
講
演

会
で
は
、
京
都
大
学
大
学
院
理

学
研
究
科
の
風
間
卓
仁
助
教
が

講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
直
径
２
㍍   
の
球

体
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
た

地
球
を
観
察
。
火
山
噴
火
や
南

極
の
氷
の
融
解
と
重
力
の
関

係
、
地
震
の
仕
組
み
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

デ
ジ
タ
ル
地
球
儀
を
動
か
し
、

雲
や
海
面
の
動
き
を
知
る
体
験

や
、
事
前
に
申
し
込
ん
だ
誕
生

日
な
ど
「
特
別
な
日
」
の
雲
や

地
震
の
分
布
が
わ
か
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
地
球
儀
を
作
る
工
作
な
ど

に
よ
り
、
参
加
者
は
宇
宙
か
ら

見
た
地
球
の
様
子
を
楽
し
み
な

が
ら
観
察
し
て
い
ま
し
た
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さくらであい館６周年特別企画

ツバキがあしらわれた庭園内の竹細工

　松花堂庭園に咲くツバキを楽しんでもらう
「松花堂つばきウィーク」が３月４日～ 12
日に開催され、色とりどりのツバキが来園者
の目を楽しませてくれました。

など海の生き物を見上げて
いる構図が印象的。空から
海に差し込む光が夜空のよ
うに見えることから「ソラ
のすいぞくかん」＝写真＝
と題されました。
　「６種類の青色の絵
の具を使い、思い通り
の色になるまで工夫し
た。さらに、塩を使っ
て色をにじませ、海中
に光が差す様子を表現
した」と、作品のこだ
わりを笑顔で話してい
ました。

有都小児童 役割や接し方学ぶ

写
真
撮
影
や
散
策
楽
し
む

松
花
堂
庭
園
イ
ベ
ン
ト

地
球
を
立
体
投
影

地
球
を
立
体
投
影

動
か
し
て
観
察

動
か
し
て
観
察

重
力
と
地
球
の
活
動
の

関
係
を
学
ぶ
参
加
者
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